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電車〈JR・東武線〉バス利用
■東京=（東北新幹線・1時間20分）=郡山（磐越西線・1時間5分［快
速］）=会津若松（只見線・1時間56分）=会津川口（会津バス・約35
分）=昭和村

■東京=（上越新幹線・1時間40分）=浦佐［小出］（只見線1時間57分）
=会津川口（会津バス・約35分）=昭和村

■浅草（東武線・会津鬼怒川線・会津線・3時間30分）=会津田島（委
託バス［冬期運休］50分）=昭和村

■浅草（東武鉄道「リバティ会津」・３時間10分）＝会津田島(委託バ
ス［冬期運休］50分)=昭和村

マイカー利用
■東京=（東北自動車道・160㎞）=西那須野塩原I.C.（国道121号=400
号・50㎞）=南会津町（国道400号・20㎞）=昭和村

■東京=（東北自動車道・160㎞）=西那須野塩原I.C.（国道121号=400
号・50㎞）=南会津町（国道121号・12㎞）=下郷町（32㎞）=昭和村

■東京=（東北自動車道・190㎞）=白河I.C.（国道289号・30㎞）=下郷
町（32㎞）=昭和村

■東京=（東北自動車道・237㎞）=郡山JCT（磐越自動車道・60㎞）=会
津坂下I.C.（国道252号線・只見町方面へ35㎞=400号・20㎞）=昭和
村

■東京=（関越自動車道・258㎞）=小出I.C.（国道252号・85㎞［冬期通
行止］）=金山町（国道400号・20㎞）=昭和村

■新潟=（磐越自動車道・71㎞）=会津坂下I.C.（国道252号線・只見町
方面へ35㎞=400号・20㎞）=昭和村

■会津若松=（国道401号・10㎞）=会津美里町（国道401号・39㎞［冬
期通行止］）=昭和村
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を

そ
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と
あ
な
た
に
教
え
て
く
れ
ま
す
。
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大
人
も
子
供
も
心
遊
ぶ
、昭
和
村

只見川の支流、野尻川の流域に広がる昭和村は、
湿原や渓谷など自然美の宝庫。

人の手が守り伝えた「からむし織」や
生活の知恵が作り出した「編み組細工」などには、

作り手の、使う人を思いやる心が込められています。
訪れる人それぞれの、

たくさんの素敵な「とっておき」が見つかる場所。
それが「昭和村」です。

類まれな織物があります ［からむし織］……………………………………………… 3
昭和村で「つくる」「学ぶ」 ［体験］ …………………………………………………………… 7
ノスタルジックな木造校舎があなたと昭和村を繋ぐ［喰丸小］ … 8
豊かな自然へ  ［自然・アウトドア］………………………………………………………… 9
百年先もカスミソウを作り続ける村でありたい［カスミソウ］ … 11
昭和村のお土産 …………………………………………………………………………………… 12
食べる ［食べ処］ ……………………………………………………………………………………… 13
泊まる ［宿泊］…………………………………………………………………………………………… 15
昭和村マップ ［フォトスポット・イベント］……………………………………… 17

INDEX

1



大
人
も
子
供
も
心
遊
ぶ
、昭
和
村

只見川の支流、野尻川の流域に広がる昭和村は、
湿原や渓谷など自然美の宝庫。

人の手が守り伝えた「からむし織」や
生活の知恵が作り出した「編み組細工」などには、

作り手の、使う人を思いやる心が込められています。
訪れる人それぞれの、

たくさんの素敵な「とっておき」が見つかる場所。
それが「昭和村」です。

類まれな織物があります ［からむし織］……………………………………………… 3
昭和村で「つくる」「学ぶ」 ［体験］ …………………………………………………………… 7
ノスタルジックな木造校舎があなたと昭和村を繋ぐ［喰丸小］ … 8
豊かな自然へ  ［自然・アウトドア］………………………………………………………… 9
百年先もカスミソウを作り続ける村でありたい［カスミソウ］ … 11
昭和村のお土産 …………………………………………………………………………………… 12
食べる ［食べ処］ ……………………………………………………………………………………… 13
泊まる ［宿泊］…………………………………………………………………………………………… 15
昭和村マップ ［フォトスポット・イベント］……………………………………… 17

INDEX

2



初
夏
の
風
を
ま
と
う
よ
う
に
軽
く
、

大
地
か
ら
湧
き
出
る
水
の
よ
う
に
涼
や
か
に
。

純
朴
な
手
と
心
が
作
り
だ
す
極
上
の
衣

類
い
ま
れ
な

織
物
が
あ
り
ま
す
。

■大正時代のからむし引きの様子
昭和村のからむしは越後上布の原料に用い
られ、江戸時代には険しい八十里峠を越えて
小千谷地方の商人が買付に来ていました。

　
高
冷
地
で
雪
が
多
く
農
作
物

の
生
産
に
は
厳
し
い
昭
和
村
で
、

か
ら
む
し
生
産
は
、
貴
重
な
現

金
収
入
を
も
た
ら
し
、
村
に
暮

ら
す
人
々
の
生
活
を
支
え
て
、

手
か
ら
手
へ
と
技
が
受
け
継
が

れ
て
き
ま
し
た
。
明
治
中
期
に

は
年
間
生
産
量
約
６
ト
ン
を
記

録
し
ま
し
た
が
、
第
二
次
世
界

大
戦
以
後
か
ら
む
し
畑
は
作
物

畑
へ
と
転
作
さ
れ
、
化
学
繊
維

の
普
及
な
ど
の
影
響
か
ら
、
栽

培
・
生
産
は
激
減
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
村
の
努
力
に
支
え
ら

れ
、「
織
り
・
生
産
技
術
」
が
福

島
県
の
重
要
無
形
文
化
財
に
指

定
。
平
成
３
年
に
は
「
か
ら
む

し
生
産
・
か
ら
む
し
引
き
」
が

国
選
定
保
存
技
術
に
選
定
さ
れ
、

国
の
重
要
な
伝
統
文
化
産
業
の

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成

29
年
に
は
、
伝
統
的
工
芸
品
と

し
て
「
奥
会
津
昭
和
か
ら
む
し

織
」
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

か
ら
む
し
織

と
は
？

栽
培
の
歴
史

　「
か
ら
む
し
」
は
苧
麻
と
も
呼

ば
れ
る
イ
ラ
ク
サ
科
の
多
年
草

で
、
上
布
用
の
原
材
料
と
し
て

昭
和
村
で
栽
培
が
続
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
畑
で
栽
培
さ
れ
た
か

ら
む
し
の
茎
か
ら
取
り
出
さ
れ

た
繊
維
は
青
苧
と
も
呼
ば
れ
、

昭
和
村
の
「
か
ら
む
し
織
」
の

ほ
か
、
越
後
上
布
や
小
千
谷
縮

の
原
料
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
植
物
繊
維
が
原
料
の
「
か
ら

む
し
織
」
は
、
通
気
性･

吸
湿
性

に
富
み
、
織
り
上
げ
ら
れ
た
布

は
軽
く
丈
夫
で
、
そ
の
涼
し
い

着
心
地
は
一
度
経
験
す
る
と
他

の
織
物
を
着
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
。
特
に
上

質
の
も
の
は
「
上
納
布
」「
上
布
」

と
呼
ば
れ
重
用
さ
れ
て
き
ま
し

た
。

ち
ょ
　
ま

あ
お
そ

■苧績み
作りたい糸の太さに合わせて繊維を
裂き、毛羽立ったり、つなぎ目が太く
ならないよう縒り合わせ繋いでいく、
根気と熟練を要する手技。

お　う
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5月／からむし焼き
からむしの発芽をそろえて成長が均一になるようにす
るため、二十四節気の小満の日にからむし焼きを行い
ます。病害虫の発生を抑える目的もあります。

7月～8月／からむし引き
苧引き具で、剥いだ皮の外皮を除き、からむしの繊維を
取り出します。取り出した繊維は、２日程度陰干しして
乾かします。

7月～8月／刈り取り
からむしの収穫は７月下旬から８月上旬にかけて行われま
す。手作業で一本ずつ刈り取り、選別し、葉を落とした茎を規
定の長さに切り揃えます。その後、冷たい清水に浸します。

7月～8月／からむし剥ぎ
数時間から一晩ほど清水に浸した茎からていねいに皮
を剥いでいきます。剥いだ皮を乾燥から防ぎ、青水（青
汁）を抜くため再び清水に浸します。

11月～／苧績み（おうみ）
からむし引きで取り出された繊維を糸の太さにあわせて裂き、
繊維を繋ぎあわせます。非常に根気のいる作業で、冬中行われ
ます。繋いだら全体に糸車でよりをかけて糸が完成します。

11月～／からむし織り
作られた糸は昔ながらの地機（じばた）や高機（たかは
た）にかけられ手織りされます。織目の整った帯や反物
を織り上げるには、熟練の技術が必要です。

昭
和
村
の

四
季
が
育
く
む
糸

からむし繊維

　
高
齢
化
が
進
む
か
ら
む
し
生
産

と
織
の
技
術
者
の
技
を
受
け
継
ぐ

人
材
育
成
の
た
め
、
平
成
６
年
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
織
姫
制
度
」。

か
ら
む
し
織
に
興
味
の
あ
る
若
者

を
全
国
か
ら
募
集
す
る
こ
の
制
度

は
、
村
内
で
共
同
生
活
を
し
な
が

ら
約
11
ヶ
月
間
、
か
ら
む
し
の
栽

培
か
ら
織
り
ま
で
の
研
修
を
受
け
、

か
ら
む
し
織
の
技
術
を
学
ぶ
も
の

で
す
。
第
一
期
生
の
織
姫
と
し
て

昭
和
村
に
や
っ
て
き
た
舟
木
さ
ん

は
、
か
ら
む
し
織
の
研
修
を
通
し

て
代
々
受
け
継
い
で
き
た
技
術
を

伝
え
る
「
人
」
の
魅
力
に
惹
か
れ
、

自
ら
も
そ
う
あ
り
た
い
と
感
じ
、

か
ら
む
し
織
の
技
術
後
継
者
と
し

て
研
修
終
了
後
も
村
に
留
ま
り
ま

し
た
。
現
在
で
は
、
昭
和
村
に
魅

了
さ
れ
た
織
姫
た
ち
に
よ
っ
て
、

か
ら
む
し
織
の
伝
統
の
技
と
心
が

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

織
姫
の
む
ら

■道の駅　からむし織の里しょうわ　織姫交流館　tel.0241-58-1655
昭和村の豊かな自然が育み人の手から手へ受け継がれてきた、
からむし織や伝統工芸品、物産品を展示販売するほか、
からむし織の体験が出来る実習室を完備。
■開館時間／午前9時～午後5時  
■休館日／4～11月（無休）・12～3月

（不定休 ※道の駅 からむし織の里しょうわfacebookで確認できます）
  https://www.facebook.com/karamushiori/

■道の駅 からむし織の里しょうわ からむし工芸博物館  tel.0241-58-1677 
縄文の時代から人に利用されてきた植物繊維「からむし」「麻」の栽培に関する歴史
資料や生産用具、様々な織物などを展示説明しているほか、ビデオ・ライブラリー
コーナーも併設。毎年、企画展も開催しています。
■開館時間／午前9時～午後5時　※入館は午後4時30分まで
■休館日／4～11月（無休）・12～3月（不定休）  ■有料Event●イベント 昭和村では、四季折々の伝統文化や農産物などの

魅力を楽しめる交流イベントを開催。さまざまな
体験や地元の味わいを楽しむ多くの人で賑わいます。

からむし織の里フェア
［7月下旬］
この時期しか見られないからむし引き
や、苧績み・撚りかけ・地機の織り実演の
ほか、着物ショー・芸能ステージなど楽
しい催し目白押しです。「からむし畑」や
丁寧に育てられている「カスミソウ畑」
を見学できるツアーも開催しています。

からむし織の里雪まつり
［２月下旬］
伝統行事の団子さしに始まり、餅つき大
会・今では滅多に見ることができなく
なったからむし織の雪ざらし実演・ス
ノーモービル体験などができます。雪の
昭和村の風情をお楽しみください。
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昭
和
村
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四
季
が
育
く
む
糸

からむし繊維

　
高
齢
化
が
進
む
か
ら
む
し
生
産

と
織
の
技
術
者
の
技
を
受
け
継
ぐ

人
材
育
成
の
た
め
、
平
成
６
年
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
織
姫
制
度
」。

か
ら
む
し
織
に
興
味
の
あ
る
若
者

を
全
国
か
ら
募
集
す
る
こ
の
制
度

は
、
村
内
で
共
同
生
活
を
し
な
が

ら
約
11
ヶ
月
間
、
か
ら
む
し
の
栽

培
か
ら
織
り
ま
で
の
研
修
を
受
け
、

か
ら
む
し
織
の
技
術
を
学
ぶ
も
の

で
す
。
第
一
期
生
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織
姫
と
し
て

昭
和
村
に
や
っ
て
き
た
舟
木
さ
ん

は
、
か
ら
む
し
織
の
研
修
を
通
し

て
代
々
受
け
継
い
で
き
た
技
術
を

伝
え
る
「
人
」
の
魅
力
に
惹
か
れ
、

自
ら
も
そ
う
あ
り
た
い
と
感
じ
、

か
ら
む
し
織
の
技
術
後
継
者
と
し

て
研
修
終
了
後
も
村
に
留
ま
り
ま

し
た
。
現
在
で
は
、
昭
和
村
に
魅

了
さ
れ
た
織
姫
た
ち
に
よ
っ
て
、

か
ら
む
し
織
の
伝
統
の
技
と
心
が

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

織
姫
の
む
ら

■道の駅　からむし織の里しょうわ　織姫交流館　tel.0241-58-1655
昭和村の豊かな自然が育み人の手から手へ受け継がれてきた、
からむし織や伝統工芸品、物産品を展示販売するほか、
からむし織の体験が出来る実習室を完備。
■開館時間／午前9時～午後5時  
■休館日／4～11月（無休）・12～3月

（不定休 ※道の駅 からむし織の里しょうわfacebookで確認できます）
  https://www.facebook.com/karamushiori/

■道の駅 からむし織の里しょうわ からむし工芸博物館  tel.0241-58-1677 
縄文の時代から人に利用されてきた植物繊維「からむし」「麻」の栽培に関する歴史
資料や生産用具、様々な織物などを展示説明しているほか、ビデオ・ライブラリー
コーナーも併設。毎年、企画展も開催しています。
■開館時間／午前9時～午後5時　※入館は午後4時30分まで
■休館日／4～11月（無休）・12～3月（不定休）  ■有料Event●イベント 昭和村では、四季折々の伝統文化や農産物などの

魅力を楽しめる交流イベントを開催。さまざまな
体験や地元の味わいを楽しむ多くの人で賑わいます。

からむし織の里フェア
［7月下旬］
この時期しか見られないからむし引き
や、苧績み・撚りかけ・地機の織り実演の
ほか、着物ショー・芸能ステージなど楽
しい催し目白押しです。「からむし畑」や
丁寧に育てられている「カスミソウ畑」
を見学できるツアーも開催しています。

からむし織の里雪まつり
［２月下旬］
伝統行事の団子さしに始まり、餅つき大
会・今では滅多に見ることができなく
なったからむし織の雪ざらし実演・ス
ノーモービル体験などができます。雪の
昭和村の風情をお楽しみください。

お　う

6



田
舎
暮
ら
し
体
験
住
宅

心
を
込
め
て

歓
迎
す
る

そ
ん
な
村
で
す
。

築
八
十
年
の

木
造
校
舎

シ
ン
ボ
ル
の
大
銀
杏

昭
和
村
で

「
つ
く
る
」「
学
ぶ
」

昭
和
村
で

「
つ
く
る
」「
学
ぶ
」

ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な

木
造
校
舎
が

あ
な
た
と
昭
和
村
を
繋
ぐ

も 

の 

づ 

く 

り 

体 

験

　「
昭
和
村
を
元
気
に
し
た
い
！
」と
、

N
P
O
法
人
苧
麻
倶
楽
部
が
平
成
19
年
に

設
立
さ
れ
ま
し
た
。県
内
屈
指
の
高
齢
化
率

の
昭
和
村
で
す
が
、村
の
人
々
は
皆
元
気

で
、頭
が
下
が
る
く
ら
い
働
き
者
で
、冗
談

が
好
き
で
、い
つ
も
笑
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、苧
麻
倶
楽
部
は『（
と
っ
て
も
高
齢

に
な
っ
て
も
）住
み
慣
れ
た
こ
の
故
郷
で

「
健
康
」に
暮
ら
し
て
い
け
る
地
域
づ
く
り
』

を
目
指
し
、集
落
活
性
化・都
市
農
村
交
流・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
フ
ェ
開
催
な
ど
、数
々

の
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。「
田
舎
暮
ら

し
体
験
住
宅
」も
ご
利
用
頂
い
た
皆
様
か
ら

御
好
評
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。昭
和
村
の
事

を
も
っ
と
知
り
た
く
な
っ
た
ら
、田
舎
暮
ら

し
が
し
た
く
な
っ
た
ら
、村
唯
一
の
N
P
O

ま
で
、お
気
軽
に
お
電
話
下
さ
い
。

　
古
民
家
を
再
生
し
、昭
和
村

で
生
活
体
験
で
き
る
住
宅
を

整
備
し
ま
し
た
。少
し
長
め
の

滞
在
で
、昭
和
村
の
魅
力
を
満

喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

問合せ先／NPO法人苧麻倶楽部
大沼郡昭和村大字下中津川字中島652
tel＆fax.0241-57-2240
http://www.chomaclub.jp/
E-mail / apply@chomaclub.jp

N
P
O
法
人
苧
麻
倶
楽
部
理
事
長 

五
十
嵐
吉
彦
さ
ん

織姫交流館体験メニュー

生
活
に
密
着
し
た
も
の
づ
く
り〈
体
験
〉

　豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
昭
和
村
で
は
、農
作
業
や
家
庭
で
使
う
ザ
ル
や
カ

ゴ
な
ど
、ち
ょ
っ
と
し
た
日
用
の
道
具
な
ら
各
家
庭
で
手
づ
く
り
し
て
い
ま
し

た
。マ
タ
タ
ビ
や
ヒ
ロ
ロ
な
ど
の
材
料
も
自
分
達
で
山
か
ら
調
達
し
、冬
の
農
閑

期
を
利
用
し
て
使
い
や
す
い
よ
う
に
工
夫
を
こ
ら
し
な
が
ら
一
つ
一
つ
編
み
上

げ
て
い
く
技
は
、親
か
ら
子
へ
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
生
活
の
知
恵
。 　雪深い冬の昭和村では今も現

役で活躍するかんじき作りや、精
緻な編み目が美しいマタタビ細
工が受け継がれています。

間 取 り／和室（10帖）２、囲炉裏付きDK（11帖）、2Fロフトスペース有
設　　備／風呂、トイレ、システムキッチン（LPG使用）、灯油式給湯器、
　　　　　ガス台、冷蔵庫、洗濯機、テレビ、電話、FAX
利用期間／1週間以上1年未満　定　　員／大人10名まで
利用料金／1週間：54,000円（税込）・1ヶ月：75,600円（税込）
※予約状況の確認は、苧麻倶楽部ホームページをご覧ください。

からむし織体験
■コースター 1,080円(税込)約20分
要予約・金、土、日、祝のみ

　　からむしワークショップ
【年数回開催】問い合わせ

問合せ先／
道の駅  からむし織の里  しょうわ
織姫交流館　
大沼郡昭和村大字佐倉字上ノ原１
TEL.0241-58-1655　FAX0241-58-1680

　
今
、若
者
た
ち
の
間
に「
Ｒ
タ
ー
ン
」

が
浸
透
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。「
Ｒ
タ
ー

ン
」。そ
の「
Ｒ
」と
は…

、『Roots

（
ル
ー

ツ
）』の「
Ｒ
」。
も
う
一
つ
の「
Ｒ
」は
、

『 Relation

（
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
）＝
絆
』。

「
祖
父
母
が
住
ん
で
ま
す
！
」「
昭
和
村

に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
！
」「
か
ら
む
し

や
カ
ス
ミ
ソ
ウ
が
好
き
！
」な
ど
、村
に

「
Ｒ
」の
あ
る
人
は
是
非
、昭
和
村
に
来

て
、道
往
く
お
爺
ち
ゃ
ん
や
お
婆
ち
ゃ

ん
に
、声
を
掛
け
て
み
て
下
さ
い
。と
て

も
可
愛
く
て
天
然
な
笑
顔
で
、温
か
く

迎
え
て
く
れ
る
こ
と
ま
ち
が
い
な
し
！

昭
和
村
は
、そ
ん
な
村
で
す
。

　
昭
和
12
年
に
建
築
さ
れ
た
２
階
建
て
の

木
造
校
舎
「
旧
喰
丸
小
学
校
」
は
、
平
成

30
年
４
月
に
交
流
・
観
光
拠
点
施
設
「
喰

丸
小
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　
昭
和
55
年
の
廃
校
か
ら
、
幾
度
の
解
体

の
危
機
を
乗
り
越
え
て
、
喰
丸
小
に
思
い

を
寄
せ
る
人
々
の
思
い
と
、
当
時
の
趣
を

そ
の
ま
ま
に
、
交
流
・
観
光
の
新
た
な
拠

点
と
し
て
、
村
の
哲
学
を
次
世
代
に
伝
え
、

村
内
外
の
人
々
を
繋
ぐ
場
所
と
し
て
新
た

な
役
目
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

　
施
設
内
に
は
、
観
光
関
係
の
事
務
室
が

あ
る
ほ
か
、
移
住
・
定
住
の
相
談
ス
ペ
ー

ス
や
図
書
室
、
音
楽
室
（
映
画
上
映
設
備
）

各
種
集
会
や
、
展
示
・
イ
ベ
ン
ト
の
催
事

な
ど
多
目
的
に
使
え
る 

集
会
室
が
あ
り
ま

す
。※

要
事
前
申
込

　
ま
た
、
敷
地
内
に
は
、
新
校
舎
を
改
修

し
た
カ
フ
ェ
が
併
設
さ
れ
て
お
り
、
２
階

席
か
ら
は
、
ゆ
っ
た
り
と
周
囲
の
景
観
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
現
在
は
、
校
庭
の
中
央
に
位
置
す
る
、
喰
丸
小
を
象

徴
す
る
樹
齢
1
0
0
年
を
超
え
る
大
銀
杏
。
か
つ
て
は
、

校
庭
の
端
に
位
置
し
て
い
ま
し
た
が
、
体
育
館
（
現
存

せ
ず
）
の
建
設
に
合
わ
せ
て
校
庭
が
拡
張
さ
れ
た
こ
と

か
ら
現
在
の
よ
う
な
配
置
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
　

　
喰
丸
小
を
舞
台
に
撮
影
さ
れ
た
映
画
『
ハ
ー
メ
ル
ン
』

を
契
機
に
地
元
で
は
、
大
銀
杏
を
囲
ん
で
「
イ
チ
ョ
ウ

ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
地
元
の
味
覚
が
味
わ
え
ま
す
。

　
ま
た
、
秋
口
は
大
銀
杏
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
行
わ
れ
、

木
造
校
舎
や
背
景
の
山
々
と
相
ま
っ
て
訪
れ
る
人
々
を

魅
了
し
ま
す
。

「
Ｒ
」の
あ
る
人
を
、

■改修中の喰丸小
可能な限り趣を残すため、使える部材は再利用。傷み
の激しかった土台や柱を修復するため、上げ舞と呼ば
れる工法により校舎全体を持ち上げ、柱を丁寧に一本
一本継ぎました。

■映画「ハーメルン」
出演：西島秀俊、倍賞千恵子ほか
監督・脚本：坪川拓史
制作・配給（株）トリクスタ
平成25年公開・132分

■秋の喰丸小　※改修前
敷地内には、２本の銀杏の木（いずれも雌木）があり、不思議と
色づくタイミングが異なります。
紅葉シーズンには、絶景を写真に収めようと写真愛好家が多く
足を運びます。

（あらすじ）
　すでに取り壊しが決まった福島県の小さな村
にある廃校で、元校長は校舎を修理しつつ一人
で生活していました。
　ある日、その小学校出身で今は博物館で仕事
をしている野田（西島秀俊）が、校舎に残る遺跡
出土品の調査のためにかつての母校を訪れま
す。彼の恩師は、娘（倍賞千恵子）の世話になりな
がら病院での生活を余儀なくされており……。

968-0212　大沼郡昭和村大字喰丸字宮前1374
開館時間　午前9時から午後5時
休 館 日　月曜日・火曜日（祝日の場合は、開館）

（喰丸小の利用申込など）

昭和村 産業建設課 観光交流係
tel.0241-57-2124

施設情報 問合せ先

Ⓒハーメルン制作委員会
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し
体
験
住
宅
」も
ご
利
用
頂
い
た
皆
様
か
ら

御
好
評
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。昭
和
村
の
事

を
も
っ
と
知
り
た
く
な
っ
た
ら
、田
舎
暮
ら

し
が
し
た
く
な
っ
た
ら
、村
唯
一
の
N
P
O

ま
で
、お
気
軽
に
お
電
話
下
さ
い
。

　
古
民
家
を
再
生
し
、昭
和
村

で
生
活
体
験
で
き
る
住
宅
を

整
備
し
ま
し
た
。少
し
長
め
の

滞
在
で
、昭
和
村
の
魅
力
を
満

喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

問合せ先／NPO法人苧麻倶楽部
大沼郡昭和村大字下中津川字中島652
tel＆fax.0241-57-2240
http://www.chomaclub.jp/
E-mail / apply@chomaclub.jp

N
P
O
法
人
苧
麻
倶
楽
部
理
事
長 

五
十
嵐
吉
彦
さ
ん

織姫交流館体験メニュー

生
活
に
密
着
し
た
も
の
づ
く
り〈
体
験
〉

　豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
昭
和
村
で
は
、農
作
業
や
家
庭
で
使
う
ザ
ル
や
カ

ゴ
な
ど
、ち
ょ
っ
と
し
た
日
用
の
道
具
な
ら
各
家
庭
で
手
づ
く
り
し
て
い
ま
し

た
。マ
タ
タ
ビ
や
ヒ
ロ
ロ
な
ど
の
材
料
も
自
分
達
で
山
か
ら
調
達
し
、冬
の
農
閑

期
を
利
用
し
て
使
い
や
す
い
よ
う
に
工
夫
を
こ
ら
し
な
が
ら
一
つ
一
つ
編
み
上

げ
て
い
く
技
は
、親
か
ら
子
へ
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
生
活
の
知
恵
。 　雪深い冬の昭和村では今も現

役で活躍するかんじき作りや、精
緻な編み目が美しいマタタビ細
工が受け継がれています。

間 取 り／和室（10帖）２、囲炉裏付きDK（11帖）、2Fロフトスペース有
設　　備／風呂、トイレ、システムキッチン（LPG使用）、灯油式給湯器、
　　　　　ガス台、冷蔵庫、洗濯機、テレビ、電話、FAX
利用期間／1週間以上1年未満　定　　員／大人10名まで
利用料金／1週間：54,000円（税込）・1ヶ月：75,600円（税込）
※予約状況の確認は、苧麻倶楽部ホームページをご覧ください。

からむし織体験
■コースター 1,080円(税込)約20分
要予約・金、土、日、祝のみ

　　からむしワークショップ
【年数回開催】問い合わせ

問合せ先／
道の駅  からむし織の里  しょうわ
織姫交流館　
大沼郡昭和村大字佐倉字上ノ原１
TEL.0241-58-1655　FAX0241-58-1680

　
今
、若
者
た
ち
の
間
に「
Ｒ
タ
ー
ン
」

が
浸
透
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。「
Ｒ
タ
ー

ン
」。そ
の「
Ｒ
」と
は…

、『Roots

（
ル
ー

ツ
）』の「
Ｒ
」。
も
う
一
つ
の「
Ｒ
」は
、

『 Relation

（
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
）＝
絆
』。

「
祖
父
母
が
住
ん
で
ま
す
！
」「
昭
和
村

に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
！
」「
か
ら
む
し

や
カ
ス
ミ
ソ
ウ
が
好
き
！
」な
ど
、村
に

「
Ｒ
」の
あ
る
人
は
是
非
、昭
和
村
に
来

て
、道
往
く
お
爺
ち
ゃ
ん
や
お
婆
ち
ゃ

ん
に
、声
を
掛
け
て
み
て
下
さ
い
。と
て

も
可
愛
く
て
天
然
な
笑
顔
で
、温
か
く

迎
え
て
く
れ
る
こ
と
ま
ち
が
い
な
し
！

昭
和
村
は
、そ
ん
な
村
で
す
。

　
昭
和
12
年
に
建
築
さ
れ
た
２
階
建
て
の

木
造
校
舎
「
旧
喰
丸
小
学
校
」
は
、
平
成

30
年
４
月
に
交
流
・
観
光
拠
点
施
設
「
喰

丸
小
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　
昭
和
55
年
の
廃
校
か
ら
、
幾
度
の
解
体

の
危
機
を
乗
り
越
え
て
、
喰
丸
小
に
思
い

を
寄
せ
る
人
々
の
思
い
と
、
当
時
の
趣
を

そ
の
ま
ま
に
、
交
流
・
観
光
の
新
た
な
拠

点
と
し
て
、
村
の
哲
学
を
次
世
代
に
伝
え
、

村
内
外
の
人
々
を
繋
ぐ
場
所
と
し
て
新
た

な
役
目
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

　
施
設
内
に
は
、
観
光
関
係
の
事
務
室
が

あ
る
ほ
か
、
移
住
・
定
住
の
相
談
ス
ペ
ー

ス
や
図
書
室
、
音
楽
室
（
映
画
上
映
設
備
）

各
種
集
会
や
、
展
示
・
イ
ベ
ン
ト
の
催
事

な
ど
多
目
的
に
使
え
る 

集
会
室
が
あ
り
ま

す
。※

要
事
前
申
込

　
ま
た
、
敷
地
内
に
は
、
新
校
舎
を
改
修

し
た
カ
フ
ェ
が
併
設
さ
れ
て
お
り
、
２
階

席
か
ら
は
、
ゆ
っ
た
り
と
周
囲
の
景
観
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
現
在
は
、
校
庭
の
中
央
に
位
置
す
る
、
喰
丸
小
を
象

徴
す
る
樹
齢
1
0
0
年
を
超
え
る
大
銀
杏
。
か
つ
て
は
、

校
庭
の
端
に
位
置
し
て
い
ま
し
た
が
、
体
育
館
（
現
存

せ
ず
）
の
建
設
に
合
わ
せ
て
校
庭
が
拡
張
さ
れ
た
こ
と

か
ら
現
在
の
よ
う
な
配
置
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
　

　
喰
丸
小
を
舞
台
に
撮
影
さ
れ
た
映
画
『
ハ
ー
メ
ル
ン
』

を
契
機
に
地
元
で
は
、
大
銀
杏
を
囲
ん
で
「
イ
チ
ョ
ウ

ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
地
元
の
味
覚
が
味
わ
え
ま
す
。

　
ま
た
、
秋
口
は
大
銀
杏
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
行
わ
れ
、

木
造
校
舎
や
背
景
の
山
々
と
相
ま
っ
て
訪
れ
る
人
々
を

魅
了
し
ま
す
。

「
Ｒ
」の
あ
る
人
を
、

■改修中の喰丸小
可能な限り趣を残すため、使える部材は再利用。傷み
の激しかった土台や柱を修復するため、上げ舞と呼ば
れる工法により校舎全体を持ち上げ、柱を丁寧に一本
一本継ぎました。

■映画「ハーメルン」
出演：西島秀俊、倍賞千恵子ほか
監督・脚本：坪川拓史
制作・配給（株）トリクスタ
平成25年公開・132分

■秋の喰丸小　※改修前
敷地内には、２本の銀杏の木（いずれも雌木）があり、不思議と
色づくタイミングが異なります。
紅葉シーズンには、絶景を写真に収めようと写真愛好家が多く
足を運びます。

（あらすじ）
　すでに取り壊しが決まった福島県の小さな村
にある廃校で、元校長は校舎を修理しつつ一人
で生活していました。
　ある日、その小学校出身で今は博物館で仕事
をしている野田（西島秀俊）が、校舎に残る遺跡
出土品の調査のためにかつての母校を訪れま
す。彼の恩師は、娘（倍賞千恵子）の世話になりな
がら病院での生活を余儀なくされており……。

968-0212　大沼郡昭和村大字喰丸字宮前1374
開館時間　午前9時から午後5時
休 館 日　月曜日・火曜日（祝日の場合は、開館）

（喰丸小の利用申込など）

昭和村 産業建設課 観光交流係
tel.0241-57-2124

施設情報 問合せ先

Ⓒハーメルン制作委員会
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4月
5月

6月
7月

8月
9月

10月

豊
か
な

自
然
へ

■
御
前
ヶ
岳

（
標
高
1
2
3
4
m
）

﹇
登
山
道
3.5
㎞
／
中
級
者
向・

                             

約
3
時
間
﹈

　
都
落
ち
し
た
高
倉
宮
以
仁
王
を

追
っ
た
妃
の
紅
梅
御
前
と
付
人
の

桜
木
姫
が
住
ん
で
い
た
と
い
う
伝

説
が
残
る
山
で
、山
名
も
こ
の
伝

説
に
由
来
。新
緑
の
美
し
い
初
夏
、

ブ
ナ
原
生
林
が
広
が
る
登
山
道
を

登
り
な
が
ら
森
の
息
吹
を
感
じ
る

森
林
浴
は
格
別
で
す
。

●
登
山
イ
ベ
ン
ト
／
5
月
下
旬

■
博
士
山
の
ブ
ナ
林

　（
標
高
1
4
8
2
m
）

 ﹇
登
山
道
は
、会
津
美
里

町
、柳
津
町
側
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
﹈

　
大
沼
郡
の
最
高
峰
で
、山

頂
か
ら
は
会
津
盆
地
や
只
見

川
、越
後
三
山
等
、3
6
0
度

の
大
パ
ノ
ラ
マ
を
満
喫
で
き

ま
す
。博
士
山
の
名
前
の
由

来
は
侍
が
太
刀
を
腰
に
は
い

て（
は
か
せ
て
）尾
根
を
登
っ

た
と
い
う
言
い
伝
え
か
ら
、

と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。

■
水
芭
蕉
と

　
し
ら
か
ば
の
杜

﹇
遊
歩
道
一
周
約
40
分
﹈

　
博
士
山（
1
4
8
2
m
）の
麓
、

国
道
4
0
1
号
沿
い
に
広
が
る

し
ら
か
ば
の
自
然
林
で
は
、幻
想

的
な
雰
囲
気
の
中
、野
鳥
の
さ
え

ず
り
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
散
策

が
楽
し
め
ま
す
。群
生
す
る
数
万

株
の
水
芭
蕉
は
4
月
下
旬
〜
5

月
上
旬
ま
で
が
見
頃
で
す
。

■
駒
止
湿
原﹇
遊
歩
道
一
周
約
3
時
間
﹈

〈
国
指
定
天
然
記
念
物
〉

　
標
高
1
1
0
0
m
の
高
原
に
あ
り
、天
空
の
湿
原

と
も
称
さ
れ
る
駒
止
湿
原
は
、ブ
ナ
原
生
林
に
囲
ま

れ
た
大
谷
地
、白
樺
谷
地
、水
無
谷
地
の
低
層
か
ら

高
層
に
い
た
る
３
つ
の
湿
原
で
形
成
さ
れ
て
い
ま

す
。生
育
環
境
の
異
な
る
4
7
1
種
類
の
植
物
を
観

察
す
る
こ
と
が
で
き
、湿
原
一
帯
を
彩
る
初
夏
の
ワ

タ
ス
ゲ
や
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
、秋
の
紅
褐
色
に
紅
葉

し
た
ヌ
マ
ガ
ヤ
の
群
落
は
み
ご
と
で
す
。

■
矢
ノ
原
湿
原﹇
遊
歩
道
一
周
約
40
分
﹈

〈
福
島
県
自
然
環
境
保
全
地
域
指
定
、村
指
定
天
然
記
念
物
〉

　矢
の
原
沼
を
中
心
に
し
た
高
層・低
層
湿
原
で
形
成
さ
れ
る
矢
ノ
原
湿
原
に
は
、約

2
8
0
種
類
の
植
物
が
群
生
し
、多
く
の
野
鳥
や
稀
少
な
ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
や
絶
滅

危
惧
種
の
マ
ダ
ラ
ナ
ニ
ワ
ト
ン
ボ
も
棲
息
し
て
い
ま
す
。整
備
さ
れ
た
遊
歩
道
か
ら

は
、春
か
ら
夏
に
か
け
て
群
生
す
る
水
芭
蕉
や
水
面
に
咲
く
ヒ
ツ
ジ
グ
サ
な
ど
の
眺

め
も
楽
し
め
る
ほ
か
、秋
の
紅
葉
も
美
し
く
10
月
中
旬
頃
に
最
も
見
頃
を
迎
え
ま
す
。

■
奥
会
津
昭
和
の

　
森
キ
ャ
ン
プ
場

﹇
期
間
／
4
月
下
旬
〜

　
　
　
　
10
月
下
旬
﹈

　
広
大
な
敷
地
を
包
む
森

林
の
静
け
さ
と
、澄
ん
だ
空

気
に
ま
た
た
く
星
空
の
美

し
さ
を
楽
し
め
る
昭
和
の

森
で
は
、人
数
や
用
途
に
あ

わ
せ
て
バ
ン
ガ
ロ
ー
や
ケ

ビ
ン
、テ
ン
ト
サ
イ
ト
な
ど

を
利
用
で
き
ま
す
。

●施設概要／バンガロー5棟、ケビン6棟、フリーテントサイト50張、バーベキューハウス3
卓、炊事棟2棟、その他
●問合せ先／奥会津昭和の森キャンプ場　tel.0241-57-2700
　大沼郡昭和村大字大芦字小矢ノ原　

◆フクジュソウ
見頃・4月初旬
見所・気多渕地区
雪解けのすすむ日当たり
の良い南向きの斜面に、陽
光を集めたような黄色い
花が群生して咲きます。

案
内
人

矢
ノ
原
湿
原
案
内
の
会

束
原
源
伯
さ
ん

　「矢ノ原湿原案内の会」では、矢ノ原湿原
をもっとよく知りたいというお客様に応
じ、案内ガイドをしています。小学生から年
配の方々まで、幅広い年齢層に対応した案
内が可能です。
　標高660mにある矢ノ原湿原は、280種の
多彩な植物と野鳥や昆虫の宝庫で、地下水
の湧出が豊富です。中でも、トンボは多くの
種類が確認されており、研究家の間では、日
本有数のトンボの宝庫と云われています。
　植物は、水芭蕉やワタスゲ、ニッコウキス
ゲなど鮮やかに群生する花も魅力ですが、
様々な種類のミズゴケや、可憐に咲くヒツ
ジグサ、純白の花を咲かせるサギソウなど
も魅力です。
　村道からすぐ近くに位置し、手軽に足を
踏み入れることができる矢ノ原湿原です
が、その手軽さからは考えられないほどの、
多くの魅力を秘めた矢ノ原湿原にふれ、こ
の貴重な自然環境について興味をもっても
らえればと願っています。

［矢ノ原湿原ガイド］
一週間前までに電話で連絡の上、FAXで
申込み。※団体は7～8名に対しガイド1
人が基本。
● 問合せ先／矢ノ原湿原案内の会
大沼郡昭和村大字小中津川字獅子伏628
tel.0241-57-2180　fax.0241-57-2180

風
に
そ
よ
ぐ
緑
の
さ
ざ
な
み
は
生
命
へ
の
讃
歌

大
地
を
彩
る
花
々
の
色
彩
を
巡
り
な
が
ら

心
に
描
く
感
動
の
一
ペ
ー
ジ

◆ミズバショウ
見頃／4月下旬～5月下旬
見所／駒止・矢ノ原湿原
水芭蕉としらかばの杜

◆ミツガシワ
見頃／5月上旬～5月下旬
見所／駒止・矢ノ原湿原

◆ヒオウギアヤメ
見頃／6月上旬～7月上旬
見所／駒止湿原

◆ワタスゲ
見頃／6月中旬～7月中旬
見所／駒止・矢ノ原湿原

◆ヒツジグサ
見頃／6月～9月
見所／矢ノ原湿原

◆ヌマガヤ（紅葉）
見頃／10月
見所／駒止湿原

◆ニッコウキスゲ
見頃／6月下旬～7月下旬
見所／駒止湿原

◆桜・山桜　見頃・4月下旬／見所・大芦地区
集落北端の丘陵地に咲くオオヤマザクラを
はじめ山に自生する山桜など、薄紅色が昭
和村を春色に染めます。

◆紅葉
見頃・10月／見所・
玉川渓谷、綱木渓谷
赤や黄色に紅葉した
木々の姿を清流にう
つす渓谷は、昭和の秋
を満喫したい方必見
の絶景スポットです。

湿原
の
植物

ご
　ぜ
ん
　
　
た
け

は
か
　せ
　や
ま

こ
ま
　ど
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で
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ナ
林

　（
標
高
1
4
8
2
m
）

 ﹇
登
山
道
は
、会
津
美
里

町
、柳
津
町
側
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
﹈

　
大
沼
郡
の
最
高
峰
で
、山

頂
か
ら
は
会
津
盆
地
や
只
見

川
、越
後
三
山
等
、3
6
0
度

の
大
パ
ノ
ラ
マ
を
満
喫
で
き

ま
す
。博
士
山
の
名
前
の
由

来
は
侍
が
太
刀
を
腰
に
は
い

て（
は
か
せ
て
）尾
根
を
登
っ

た
と
い
う
言
い
伝
え
か
ら
、

と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。

■
水
芭
蕉
と

　
し
ら
か
ば
の
杜

﹇
遊
歩
道
一
周
約
40
分
﹈

　
博
士
山（
1
4
8
2
m
）の
麓
、

国
道
4
0
1
号
沿
い
に
広
が
る

し
ら
か
ば
の
自
然
林
で
は
、幻
想

的
な
雰
囲
気
の
中
、野
鳥
の
さ
え

ず
り
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
散
策

が
楽
し
め
ま
す
。群
生
す
る
数
万

株
の
水
芭
蕉
は
4
月
下
旬
〜
5

月
上
旬
ま
で
が
見
頃
で
す
。

■
駒
止
湿
原﹇
遊
歩
道
一
周
約
3
時
間
﹈

〈
国
指
定
天
然
記
念
物
〉

　
標
高
1
1
0
0
m
の
高
原
に
あ
り
、天
空
の
湿
原

と
も
称
さ
れ
る
駒
止
湿
原
は
、ブ
ナ
原
生
林
に
囲
ま

れ
た
大
谷
地
、白
樺
谷
地
、水
無
谷
地
の
低
層
か
ら

高
層
に
い
た
る
３
つ
の
湿
原
で
形
成
さ
れ
て
い
ま

す
。生
育
環
境
の
異
な
る
4
7
1
種
類
の
植
物
を
観

察
す
る
こ
と
が
で
き
、湿
原
一
帯
を
彩
る
初
夏
の
ワ

タ
ス
ゲ
や
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
、秋
の
紅
褐
色
に
紅
葉

し
た
ヌ
マ
ガ
ヤ
の
群
落
は
み
ご
と
で
す
。

■
矢
ノ
原
湿
原﹇
遊
歩
道
一
周
約
40
分
﹈

〈
福
島
県
自
然
環
境
保
全
地
域
指
定
、村
指
定
天
然
記
念
物
〉

　矢
の
原
沼
を
中
心
に
し
た
高
層・低
層
湿
原
で
形
成
さ
れ
る
矢
ノ
原
湿
原
に
は
、約

2
8
0
種
類
の
植
物
が
群
生
し
、多
く
の
野
鳥
や
稀
少
な
ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
や
絶
滅

危
惧
種
の
マ
ダ
ラ
ナ
ニ
ワ
ト
ン
ボ
も
棲
息
し
て
い
ま
す
。整
備
さ
れ
た
遊
歩
道
か
ら

は
、春
か
ら
夏
に
か
け
て
群
生
す
る
水
芭
蕉
や
水
面
に
咲
く
ヒ
ツ
ジ
グ
サ
な
ど
の
眺

め
も
楽
し
め
る
ほ
か
、秋
の
紅
葉
も
美
し
く
10
月
中
旬
頃
に
最
も
見
頃
を
迎
え
ま
す
。

■
奥
会
津
昭
和
の

　
森
キ
ャ
ン
プ
場

﹇
期
間
／
4
月
下
旬
〜

　
　
　
　
10
月
下
旬
﹈

　
広
大
な
敷
地
を
包
む
森

林
の
静
け
さ
と
、澄
ん
だ
空

気
に
ま
た
た
く
星
空
の
美

し
さ
を
楽
し
め
る
昭
和
の

森
で
は
、人
数
や
用
途
に
あ

わ
せ
て
バ
ン
ガ
ロ
ー
や
ケ

ビ
ン
、テ
ン
ト
サ
イ
ト
な
ど

を
利
用
で
き
ま
す
。

●施設概要／バンガロー5棟、ケビン6棟、フリーテントサイト50張、バーベキューハウス3
卓、炊事棟2棟、その他
●問合せ先／奥会津昭和の森キャンプ場　tel.0241-57-2700
　大沼郡昭和村大字大芦字小矢ノ原　

◆フクジュソウ
見頃・4月初旬
見所・気多渕地区
雪解けのすすむ日当たり
の良い南向きの斜面に、陽
光を集めたような黄色い
花が群生して咲きます。

案
内
人

矢
ノ
原
湿
原
案
内
の
会

束
原
源
伯
さ
ん

　「矢ノ原湿原案内の会」では、矢ノ原湿原
をもっとよく知りたいというお客様に応
じ、案内ガイドをしています。小学生から年
配の方々まで、幅広い年齢層に対応した案
内が可能です。
　標高660mにある矢ノ原湿原は、280種の
多彩な植物と野鳥や昆虫の宝庫で、地下水
の湧出が豊富です。中でも、トンボは多くの
種類が確認されており、研究家の間では、日
本有数のトンボの宝庫と云われています。
　植物は、水芭蕉やワタスゲ、ニッコウキス
ゲなど鮮やかに群生する花も魅力ですが、
様々な種類のミズゴケや、可憐に咲くヒツ
ジグサ、純白の花を咲かせるサギソウなど
も魅力です。
　村道からすぐ近くに位置し、手軽に足を
踏み入れることができる矢ノ原湿原です
が、その手軽さからは考えられないほどの、
多くの魅力を秘めた矢ノ原湿原にふれ、こ
の貴重な自然環境について興味をもっても
らえればと願っています。

［矢ノ原湿原ガイド］
一週間前までに電話で連絡の上、FAXで
申込み。※団体は7～8名に対しガイド1
人が基本。
● 問合せ先／矢ノ原湿原案内の会
大沼郡昭和村大字小中津川字獅子伏628
tel.0241-57-2180　fax.0241-57-2180

風
に
そ
よ
ぐ
緑
の
さ
ざ
な
み
は
生
命
へ
の
讃
歌

大
地
を
彩
る
花
々
の
色
彩
を
巡
り
な
が
ら

心
に
描
く
感
動
の
一
ペ
ー
ジ

◆ミズバショウ
見頃／4月下旬～5月下旬
見所／駒止・矢ノ原湿原
水芭蕉としらかばの杜

◆ミツガシワ
見頃／5月上旬～5月下旬
見所／駒止・矢ノ原湿原

◆ヒオウギアヤメ
見頃／6月上旬～7月上旬
見所／駒止湿原

◆ワタスゲ
見頃／6月中旬～7月中旬
見所／駒止・矢ノ原湿原

◆ヒツジグサ
見頃／6月～9月
見所／矢ノ原湿原

◆ヌマガヤ（紅葉）
見頃／10月
見所／駒止湿原

◆ニッコウキスゲ
見頃／6月下旬～7月下旬
見所／駒止湿原

◆桜・山桜　見頃・4月下旬／見所・大芦地区
集落北端の丘陵地に咲くオオヤマザクラを
はじめ山に自生する山桜など、薄紅色が昭
和村を春色に染めます。

◆紅葉
見頃・10月／見所・
玉川渓谷、綱木渓谷
赤や黄色に紅葉した
木々の姿を清流にう
つす渓谷は、昭和の秋
を満喫したい方必見
の絶景スポットです。

湿原
の
植物

ご
　ぜ
ん
　
　
た
け

は
か
　せ
　や
ま

こ
ま
　ど
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赤
ち
ゃ
ん
の
吐
息
と
い
う
別
名
を
も
つ「
宿
根
カ
ス
ミ
ソ
ウ
」。

こ
こ
昭
和
村
は
夏
秋
期
の
生
産
量
が
日
本
一
の
村
。

こ
れ
ま
で
も
、こ
れ
か
ら
も
そ
れ
が
産
地
の
プ
ラ
イ
ド
。

赤
ち
ゃ
ん
の
吐
息
と
い
う
別
名
を
も
つ「
宿
根
カ
ス
ミ
ソ
ウ
」。

こ
こ
昭
和
村
は
夏
秋
期
の
生
産
量
が
日
本
一
の
村
。

こ
れ
ま
で
も
、こ
れ
か
ら
も
そ
れ
が
産
地
の
プ
ラ
イ
ド
。

百
年
先
も
カ
ス
ミ
ソ
ウ
を

作
り
続
け
る
村
で
あ
り
た
い
。

百
年
先
も
カ
ス
ミ
ソ
ウ
を

作
り
続
け
る
村
で
あ
り
た
い
。

カ
ス
ミ
ソ
ウ
と
は
？

手
厚
い
就
農
支
援

徹
底
し
た
鮮
度
維
持

　
地
中
海
沿
岸
を
原
産
と
す
る
カ
ス
ミ
ソ

ウ
は
、
そ
よ
風
が
育
て
る
と
も
言
わ
れ
夏

季
冷
涼
な
気
候
を
好
ん
で
生
育
し
ま
す
。

　
昭
和
村
で
は
、
お
よ
そ
30
年
前
か
ら
昼

夜
の
寒
暖
の
差
を
活
か
し
て
栽
培
が
盛
ん

に
な
り
ま
し
た
。
夏
で
も
涼
し
い
環
境
は

そ
よ
風
を
運
び
、
初
夏
か
ら
晩
秋
に
か
け

て
「
満
点
の
星
」
を
思
わ
せ
る
無
数
の
花

を
咲
か
せ
ま
す
。

　
ま
た
、
新
規
就
農
も
盛
ん
で
、
毎
年
Ｉ

タ
ー
ン
で
の
就
農
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
栽
培
農
家
高
齢
化
が
進
む
現
状

を
踏
ま
え
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
形
式
で

の
研
修
生
の
受
け
入
れ
も
行
っ
て
い
ま

す
。就
農
後
の
支
援
策
も
充
実
し
て
お
り
、

人
気
の
就
農
地
で
も
あ
り
ま
す
。

　
特
別
豪
雪
地
帯
で
あ
る
本
村
は
、
そ
の

雪
を
利
用
し
て
「
農
林
水
産
物
集
出
荷
施

設
『
通
称
：
雪
室
』」
に
よ
り
、
出
荷
さ

れ
る
ま
で
の
間
、
カ
ス
ミ
ソ
ウ
を
予
冷
し

ま
す
。
ま
た
、
輸
送
時
も
鮮
度
を
落
と
さ

な
い
よ
う
湿
式
縦
箱
出
荷
（
現
在
は
Ｅ
Ｌ

Ｆ
バ
ケ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
）
を
全
国
的
に
も

早
期
に
導
入
し
市
場
ま
で
の
運
搬
も
保
冷

車
を
用
い
る
な
ど
、徹
底
し
た
鮮
度
維
持
・

品
質
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■矢ノ原高原
標高約700m の矢ノ原高原は、カスミソウの優良ほ場で、
多くの生産者のビニールハウスが並びます。

■雪室
大型ダンプおよそ300 台分の雪を春先に搬入
し、予冷庫の空気を冷却しています。

（新規就農に関すること）

昭和村 産業建設課 産業係
tel.0241-57-2117

（生産団体）

JA会津よつばかすみ草部会
tel.0241-57-3111

問合せ先

◆
黒
じ
ゅ
う
ね
ん
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

α-

リ
ノ
レ
ン
酸
を
多
く
含
ん
だ「
じ
ゅ

う
ね
ん（
え
ご
ま
）」の
風
味
が
引
き
立
つ

ま
ろ
や
か
な
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
。

◆
原
木
し
い
た
け

天
然
木
を
利
用
し
た
無
農
薬
栽
培
の

し
い
た
け
は
甘
み
、食
感
、香
り
が
ひ

と
味
違
い
ま
す
。

昭和村
の
お土産 ◆

え
ご
ま
油

α-

リ
ノ
レ
ン
酸
を
豊
富
に
含
み
、昭
和

村
産
の
え
ご
ま
の
実
を
搾
っ
た
風
味

豊
か
な
純
粋
1
0
0
％
の
え
ご
ま
油
。

◆
山
菜
加
工
品

昭
和
村
の
自
然
が
育
ん

だ
、
ワ
ラ
ビ
、ゼ
ン
マ

イ
、フ
キ
、ウ
ド
、キ
ノ
コ

な
ど
の
山
菜
各
種
。

◆
奥
会
津
昭
和
か
ら
む
し
の
里

会
津
の
大
地
が
育
ん
だ
お
米
と
伏
流
水
か
ら

蔵
人
が
心
を
込
め
て
仕
込
み
ま
し
た
。昭
和

村
限
定
販
売
の
お
酒
で
す
。

◆
K
i
n
z
a（
き
ん
ざ
）

昭
和
村
の「
ひ
と
め
ぼ
れ
」を
使
っ
た
日
本

酒
で
、数
量
限
定
生
産
。

口
当
た
り
よ
く
、少
し
甘
め
で
、の
ど
越
し

す
っ
き
り
。フ
ル
ー
テ
ィ
ー
さ
は
抑
え
て
飲

み
飽
き
せ
ず
、楽
し
め
る
お
酒
で
す
。

◆
や
み
つ
き
甘
ク
ル
ミ

し
ら
か
ば
荘
料
理
長
秘
伝
の
レ
シ
ピ
の「
甘
ク

ル
ミ
」。お
客
様
か
ら
の
絶
大
な
人
気
で
商
品

化
さ
れ
ま
し
た
。味
は
、プ
レ
ー
ン
と
じ
ゅ
う

ね
ん
の
２
種
類
。じ
ゅ
う
ね
ん（
え
ご
ま
）味
は

香
ば
し
く
、ま
さ
に
や
み
つ
き
に
。

自
家
栽
培
の
じ
ゅ
う

ね
ん
を
使
用
し
た
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
手
作

り
和
菓
子
。

◆
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ 

ま
つ
や
の

　
じ
ゅ
う
ね
ん
大
福

◆
い
わ
し
ろ
の
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ

ど
っ
し
り
し
た
チ
ー
ズ
の
風
味

と
控
え
め
の
甘
さ
が
絶
妙
な
ベ

イ
ク
ド
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
。

※

2
日
前
ま
で
要
予
約
注
文

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

０
２
４
１‒

５
７‒

２
９
４
４

◆
越
冬
じ
ゃ
が
い
も
羊
羹

　
抱
雪（
ほ
う
せ
つ
）

じ
ゃ
が
い
も
の
味
を
生
か

し
、1
0
0
％
じ
ゃ
が
い
も

で
作
っ
た
じ
ゃ
が
い
も
羊

羹
。上
品
な
甘
さ
と
、新
食

感
を
お
た
の
し
み
い
た
だ

け
ま
す
。

◆
昭
和
村
産
米

豊
か
な
水
に
恵
ま
れ
た
昭
和
村

の
大
地
で
、生
産
農
家
の
努
力
が

実
っ
た
お
い
し
い
お
米
。◆

甚
パ
羊
羹

国
産
の
小
豆
を
丹
念
に
煮
込
み
、

砂
糖
と
寒
天
の
み
を
加
え
て
仕

上
げ
る
、昔
な
が
ら
の
無
添
加
手

作
り
製
法
。

◆
凍
み
も
ち

厳
し
い
冬
の
寒
さ
を
利
用
し
て

作
る
地
域
の
味
。香
ば
し
く
揚
げ

た
塩
・
し
ょ
う
ゆ
味
付
の
ほ
か
、

自
分
好
み
に
つ
く
れ
る
素
生
地

も
あ
り
ま
す
。

◆
え
ご
ま
の
葉
み
そ 

他

昭
和
村
産
の
え
ご
ま
の
葉

を
た
っ
ぷ
り
使
用
し
た
香

り
豊
か
な
味
噌
な
ど
。

◆
カ
ス
ミ
ソ
ウ

地
中
海
沿
岸
が
原
産
の
宿
根
カ
ス
ミ
ソ
ウ
は
、夏
で
も
涼
し

い
そ
よ
風
の
吹
く
昭
和
村
の
特
産
品
。夏
秋
期
全
国
一
位
の

出
荷
量
を
誇
り
ま
す
。矢
ノ
原
高
原
を
中
心
に
夏
か
ら
秋
に

か
け
て
全
国
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。近
年
は
染
色
し
た
カ

ス
ミ
ソ
ウ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
増
え
て
い
ま
す
。
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赤
ち
ゃ
ん
の
吐
息
と
い
う
別
名
を
も
つ「
宿
根
カ
ス
ミ
ソ
ウ
」。

こ
こ
昭
和
村
は
夏
秋
期
の
生
産
量
が
日
本
一
の
村
。

こ
れ
ま
で
も
、こ
れ
か
ら
も
そ
れ
が
産
地
の
プ
ラ
イ
ド
。

赤
ち
ゃ
ん
の
吐
息
と
い
う
別
名
を
も
つ「
宿
根
カ
ス
ミ
ソ
ウ
」。

こ
こ
昭
和
村
は
夏
秋
期
の
生
産
量
が
日
本
一
の
村
。

こ
れ
ま
で
も
、こ
れ
か
ら
も
そ
れ
が
産
地
の
プ
ラ
イ
ド
。

百
年
先
も
カ
ス
ミ
ソ
ウ
を

作
り
続
け
る
村
で
あ
り
た
い
。

百
年
先
も
カ
ス
ミ
ソ
ウ
を

作
り
続
け
る
村
で
あ
り
た
い
。

カ
ス
ミ
ソ
ウ
と
は
？

手
厚
い
就
農
支
援

徹
底
し
た
鮮
度
維
持

　
地
中
海
沿
岸
を
原
産
と
す
る
カ
ス
ミ
ソ

ウ
は
、
そ
よ
風
が
育
て
る
と
も
言
わ
れ
夏

季
冷
涼
な
気
候
を
好
ん
で
生
育
し
ま
す
。

　
昭
和
村
で
は
、
お
よ
そ
30
年
前
か
ら
昼

夜
の
寒
暖
の
差
を
活
か
し
て
栽
培
が
盛
ん

に
な
り
ま
し
た
。
夏
で
も
涼
し
い
環
境
は

そ
よ
風
を
運
び
、
初
夏
か
ら
晩
秋
に
か
け

て
「
満
点
の
星
」
を
思
わ
せ
る
無
数
の
花

を
咲
か
せ
ま
す
。

　
ま
た
、
新
規
就
農
も
盛
ん
で
、
毎
年
Ｉ

タ
ー
ン
で
の
就
農
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
栽
培
農
家
高
齢
化
が
進
む
現
状

を
踏
ま
え
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
形
式
で

の
研
修
生
の
受
け
入
れ
も
行
っ
て
い
ま

す
。就
農
後
の
支
援
策
も
充
実
し
て
お
り
、

人
気
の
就
農
地
で
も
あ
り
ま
す
。

　
特
別
豪
雪
地
帯
で
あ
る
本
村
は
、
そ
の

雪
を
利
用
し
て
「
農
林
水
産
物
集
出
荷
施

設
『
通
称
：
雪
室
』」
に
よ
り
、
出
荷
さ

れ
る
ま
で
の
間
、
カ
ス
ミ
ソ
ウ
を
予
冷
し

ま
す
。
ま
た
、
輸
送
時
も
鮮
度
を
落
と
さ

な
い
よ
う
湿
式
縦
箱
出
荷
（
現
在
は
Ｅ
Ｌ

Ｆ
バ
ケ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
）
を
全
国
的
に
も

早
期
に
導
入
し
市
場
ま
で
の
運
搬
も
保
冷

車
を
用
い
る
な
ど
、徹
底
し
た
鮮
度
維
持
・

品
質
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■矢ノ原高原
標高約700m の矢ノ原高原は、カスミソウの優良ほ場で、
多くの生産者のビニールハウスが並びます。

■雪室
大型ダンプおよそ300 台分の雪を春先に搬入
し、予冷庫の空気を冷却しています。

（新規就農に関すること）

昭和村 産業建設課 産業係
tel.0241-57-2117

（生産団体）

JA会津よつばかすみ草部会
tel.0241-57-3111

問合せ先

◆
黒
じ
ゅ
う
ね
ん
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

α-

リ
ノ
レ
ン
酸
を
多
く
含
ん
だ「
じ
ゅ

う
ね
ん（
え
ご
ま
）」の
風
味
が
引
き
立
つ

ま
ろ
や
か
な
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
。

◆
原
木
し
い
た
け

天
然
木
を
利
用
し
た
無
農
薬
栽
培
の

し
い
た
け
は
甘
み
、食
感
、香
り
が
ひ

と
味
違
い
ま
す
。

昭和村
の
お土産 ◆

え
ご
ま
油

α-

リ
ノ
レ
ン
酸
を
豊
富
に
含
み
、昭
和

村
産
の
え
ご
ま
の
実
を
搾
っ
た
風
味

豊
か
な
純
粋
1
0
0
％
の
え
ご
ま
油
。

◆
山
菜
加
工
品

昭
和
村
の
自
然
が
育
ん

だ
、
ワ
ラ
ビ
、ゼ
ン
マ

イ
、フ
キ
、ウ
ド
、キ
ノ
コ

な
ど
の
山
菜
各
種
。

◆
奥
会
津
昭
和
か
ら
む
し
の
里

会
津
の
大
地
が
育
ん
だ
お
米
と
伏
流
水
か
ら

蔵
人
が
心
を
込
め
て
仕
込
み
ま
し
た
。昭
和

村
限
定
販
売
の
お
酒
で
す
。

◆
K
i
n
z
a（
き
ん
ざ
）

昭
和
村
の「
ひ
と
め
ぼ
れ
」を
使
っ
た
日
本

酒
で
、数
量
限
定
生
産
。

口
当
た
り
よ
く
、少
し
甘
め
で
、の
ど
越
し

す
っ
き
り
。フ
ル
ー
テ
ィ
ー
さ
は
抑
え
て
飲

み
飽
き
せ
ず
、楽
し
め
る
お
酒
で
す
。

◆
や
み
つ
き
甘
ク
ル
ミ

し
ら
か
ば
荘
料
理
長
秘
伝
の
レ
シ
ピ
の「
甘
ク

ル
ミ
」。お
客
様
か
ら
の
絶
大
な
人
気
で
商
品

化
さ
れ
ま
し
た
。味
は
、プ
レ
ー
ン
と
じ
ゅ
う

ね
ん
の
２
種
類
。じ
ゅ
う
ね
ん（
え
ご
ま
）味
は

香
ば
し
く
、ま
さ
に
や
み
つ
き
に
。

自
家
栽
培
の
じ
ゅ
う

ね
ん
を
使
用
し
た
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
手
作

り
和
菓
子
。

◆
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ 

ま
つ
や
の

　
じ
ゅ
う
ね
ん
大
福

◆
い
わ
し
ろ
の
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ

ど
っ
し
り
し
た
チ
ー
ズ
の
風
味

と
控
え
め
の
甘
さ
が
絶
妙
な
ベ

イ
ク
ド
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
。

※

2
日
前
ま
で
要
予
約
注
文

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

０
２
４
１‒

５
７‒

２
９
４
４

◆
越
冬
じ
ゃ
が
い
も
羊
羹

　
抱
雪（
ほ
う
せ
つ
）

じ
ゃ
が
い
も
の
味
を
生
か

し
、1
0
0
％
じ
ゃ
が
い
も

で
作
っ
た
じ
ゃ
が
い
も
羊

羹
。上
品
な
甘
さ
と
、新
食

感
を
お
た
の
し
み
い
た
だ

け
ま
す
。

◆
昭
和
村
産
米

豊
か
な
水
に
恵
ま
れ
た
昭
和
村

の
大
地
で
、生
産
農
家
の
努
力
が

実
っ
た
お
い
し
い
お
米
。◆

甚
パ
羊
羹

国
産
の
小
豆
を
丹
念
に
煮
込
み
、

砂
糖
と
寒
天
の
み
を
加
え
て
仕

上
げ
る
、昔
な
が
ら
の
無
添
加
手

作
り
製
法
。

◆
凍
み
も
ち

厳
し
い
冬
の
寒
さ
を
利
用
し
て

作
る
地
域
の
味
。香
ば
し
く
揚
げ

た
塩
・
し
ょ
う
ゆ
味
付
の
ほ
か
、

自
分
好
み
に
つ
く
れ
る
素
生
地

も
あ
り
ま
す
。

◆
え
ご
ま
の
葉
み
そ 

他

昭
和
村
産
の
え
ご
ま
の
葉

を
た
っ
ぷ
り
使
用
し
た
香

り
豊
か
な
味
噌
な
ど
。

◆
カ
ス
ミ
ソ
ウ

地
中
海
沿
岸
が
原
産
の
宿
根
カ
ス
ミ
ソ
ウ
は
、夏
で
も
涼
し

い
そ
よ
風
の
吹
く
昭
和
村
の
特
産
品
。夏
秋
期
全
国
一
位
の

出
荷
量
を
誇
り
ま
す
。矢
ノ
原
高
原
を
中
心
に
夏
か
ら
秋
に

か
け
て
全
国
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。近
年
は
染
色
し
た
カ

ス
ミ
ソ
ウ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
増
え
て
い
ま
す
。
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べる
自
然
豊
か
な
昭
和
村
に
は

山
の
恵
み
、里
の
幸
が
い
っ
ぱ
い

見
た
目
は
少
し
素
朴
で
も

「
本
物
」の
美
味
し
さ
が

つ
ま
っ
て
い
ま
す

　
店
長
の
羽
染
さ
ん
は
元
寿
司
職
人
と
い
う
経
歴
の
持
ち
主
。ト
レ
ー

ド
マ
ー
ク
の
鉢
巻
き
姿
で
、お
す
す
め
す
る
店
の
自
慢
は
手
打
ち
そ
ば

＆
う
ど
ん
。地
元
矢
ノ
原
高
原
産
そ
ば
粉
を
使
用
し
た
十
割
そ
ば
の
、

風
味
と
の
ど
ご
し
は
味
自
慢
の
ダ
シ
汁
と
相
性
抜
群
。

大沼郡昭和村
大字喰丸字三島1001-3
tel.0241-57-2944
定休日／不定休
営業時間／10：30～14：30
※11～3月は11：30オープン
席数20　駐車場5台

国内産小麦を手打ちして一晩寝かせたうどんは噛むほど
に味わい深く、モチモチの弾力とコシの強さが魅力です。

大沼郡昭和村
大字下中津川字住吉396-1
tel.0241-57-2006　
定休日／毎週木曜日
営業時間／10：00～17：00
席数10　駐車場5台

さ
っ
ぱ
り
田
舎
ラ
ー
メ
ン
が

ワ
ン
コ
イ
ン（
5
0
0
円
）で
す
。

メ
ニ
ュ
ー
は
ほ
か
に
、特
製
味
楽
ラ
ー
メ
ン
や
ピ
リ

辛
み
そ
ラ
ー
メ
ン
な
ど
。

で
っ
け
ー
田
舎
お
に
ぎ
り
は
2
0
0
円

　
創
業
50
年
以
上
、地
域
に
愛
さ
れ
て
き
た
店
の
味
は
ど
れ
も

折
り
紙
付
き
。料
理
の
腕
を
振
る
う
齋
藤
さ
ん
の
オ
ス
ス
メ

は
、注
文
を
受
け
て
か
ら
ブ
ロ
ッ
ク
を
切
り
出
す
、国
産
豚

ロ
ー
ス
肉
の「
カ
ツ
丼
」。甘
辛
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
レ
ン
ド
の

『
ソ
ー
ス
カ
ツ
丼
』と
、『
煮
込
み
カ
ツ
丼
』の
２
種
類
で
、カ

ラ
ッ
と
香
ば
し
い
カ
ツ
は
驚
く
ほ
ど
柔
ら
か
で
ジ
ュ
ー

シ
ー
。手
打
ち
自
家
製
ち
ぢ
れ
麺
に
た
っ
ぷ
り
の
野
菜
と
七

味
が
ピ
リ
っ
と
き
い
た『
野
菜
あ
ん
か
け
ラ
ー
メ
ン
』は
絶
品

の
美
味
し
さ
で
す
。

　
で
っ
け
ー
お
に
ぎ
り
と
さ
っ
ぱ
り
田
舎
ラ
ー
メ
ン
の
お

店
。お
に
ぎ
り
の
で
っ
か
さ
は
い
っ
て
み
て
の
お
楽
し
み
。場

所
は
国
道
４
０
０
号
沿
い
で
大
き
な
看
板
と
赤
い
の
れ
ん
が

目
印
。

　
店
内
で
は
昭
和
村
限
定
の
越
冬
じ
ゃ
が
い
も
羊
羹
抱
雪

（
ほ
う
せ
つ
）も
お
土
産
用
に
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

大沼郡昭和村
大字下中津川字中島1618
tel.0241-57-2167
営業時間・10：30～18：30　
定休日・不定休
※やまか食堂Twitterで確認できます
席数15／駐車場あり

自家製米のあつあつご飯に、シャキシャキの千切
りキャベツ。主役のカツは薄めの衣が豚肉のうま
味を引き立てて、女性や年配客にも人気です。

　
２
０
１
０
年
10
月
昭
和
村
に
カ
フ
ェ
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。店
長
は
役
場
を
早
期
退
職
し
た
佐
藤
さ
ん
。「
楽
し
み
な

が
ら
人
生
を
送
り
た
い
」と
カ
フ
ェ
を
始
め
ら
れ
た
そ
う
で

す
。農
作
業
小
屋
だ
っ
た
建
物
を
改
装
し
て
素
敵
な
カ
フ
ェ

に
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
毎
朝
、佐
藤
さ
ん
が
打
つ
矢
ノ
原
高
原
そ
ば
が
お
勧
め
で

す
。奥
さ
ん
の
手
作
り
ケ
ー
キ
も
絶
品
。ま
た
年
に
数
回
、ア

マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
の
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

大沼郡昭和村
大字大芦字中組1854
tel.090-7664-7354
定休日・火曜日
営業時間・10：00～17：00
席数17／駐車場5台

写真は矢ノ原高原そばを手打ちした「高遠そば」で
す。メニューはほかに餅・ばんでぇ餅・うどんなど。

大沼郡昭和村
大字喰丸字三島1071
定休日／月～金曜日
席数15　駐車場3台
Email : toarucafe@gmail.com

Cafe & Dinning

おお   あし     や

ファーマーズカフェ 大芦家

山菜や川魚、地元野菜を使って作る郷土食は、彩りも豊か
な懐かしい味わい（冬期間 要予約）。ばんでい餅（1本200
円）などの単品メニューも。

　
２
０
１
１
年
10
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
の
店

内
で
、オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
の
素
材
に
こ
だ
わ
っ
た
お
菓
子
、種
類
の
豊
富

な
飲
み
物
が
い
た
だ
け
ま
す
。

店
内
で
は
、、手
づ
く
り
の
か
ら
む
し
織
製
品
な
ど
の
販
売
も
。

大沼郡昭和村大
字両原字天狗屋敷537
tel.0241-57-2283　
定休日／不定休
営業時間／11:00～15:00
　　　　   夜間は予約営業
席数15　駐車場10台

大沼郡昭和村
大字喰丸字宮前1374
tel.080-6657-3381
定休日／日曜日・月曜日
(臨時休業の場合がありますので、
事前にお問い合わせください。)
営業時間／11:00～15:30
　　　　　（L.O 15:00）
席数26　駐車場5台

 
　
２
０
１
４
年
８
月
に
新
規
オ
ー
プ
ン
、母
屋
で
は
民
宿
松

屋
を
営
業
す
る
珍
し
い
カ
フ
ェ
。

　
お
す
す
め
は
、オ
リ
ジ
ナ
ル
ピ
ザ
と
ナ
ポ
リ
タ
ン
、昭
和
村

特
産
の
じ
ゅ
う
ね
ん
を
使
っ
た
大
福
と
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
も

オ
リ
ジ
ナ
ル
。ピ
ザ
は
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
可
、じ
ゅ
う
ね
ん
大
福

は
お
土
産
用
に
販
売
も
。

　
旧
喰
丸
小
学
校
の
新
校
舎
を
改
装
し
た
蕎
麦
カ
フ
ェ
。元

教
室
の
面
影
を
残
し
な
が
ら
、店
主
自
慢
の
地
元
矢
ノ
原
高

原
産
の
そ
ば
を
使
っ
た
十
割
手
打
ち
そ
ば
や
、季
節
の
野
菜

を
楽
し
め
る
モ
チ
モ
チ
触
感
の
そ
ば
ガ
レ
ッ
ト
が
楽
し
め
ま

す
。ド
リ
ン
ク
の
種
類
も
豊
富
で
、テ
イ
ク
ア
ウ
ト
も
可
。

　
２
階
の
カ
ウ
ン
タ
ー
席
か
ら
校
庭
の
大
イ
チ
ョ
ウ
や
村
の

田
園
風
景
を
眺
め
て
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と

も
で
き
ま
す
。

大沼郡昭和村
大字下中津川字上平5254
tel.080-3322-4567　
定休日／水～土
営業時間／11：00～15：00

（臨時休業の場合がありますので、
事前にお問い合わせください。）
席数10　駐車場あり

　
２
０
１
５
年
11
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
古
民
家
を
再
生
し
た

珈
琲
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。こ
だ
わ
り
の
珈
琲
の
ほ
か
、放
し
飼
い

の
鶏
の
卵
か
ら
つ
く
る
プ
リ
ン
や
地
元
食
の
じ
ゅ
う
ね
ん
ぼ

た
も
ち
も
好
評
で
、店
内
で
は
か
ら
む
し
の
着
物
も
販
売
し

て
い
ま
す
。

　
店
内
か
ら
は
四
季
折
々
の
周
囲
の
景
観
が
楽
し
め
ま
す
。

「心と体に優しい元気になる食べ物」を是非お召し上がり下さい。

　「
道
の
駅
か
ら
む
し
織
の
里

し
ょ
う
わ
」内
に
あ
る
食
事
処

「
苧
麻
庵
」で
は
、季
節
の
地
元

産
食
材
を
中
心
に
村
の
お
母

さ
ん
た
ち
が
腕
を
ふ
る
っ
た

手
作
り
の
郷
土
料
理
が
並
び

ま
す
。お
す
す
め
は
、清
流
に

棲
む
ア
カ
ハ
ラ（
ハ
ヤ
）の
唐

揚
げ
や
村
の
保
存
食
で
あ
る

凍
み
大
根
の
煮
物
、野
菜
た
っ

ぷ
り
の「
ざ
く
汁
」な
ど
を
味

わ
え
る『
苧
麻
膳
』。そ
ば
好
き

の
方
な
ら
、矢
ノ
原
産
十
割
手

打
ち
そ
ば
と
旬
の
山
菜
・
野
菜

天
ぷ
ら
が
味
わ
え
る『
せ
い
ろ

そ
ば
天
ぷ
ら
セ
ッ
ト
』を
。

漬
け
物
も
真
心
こ
も
っ
た
村

の
味
で
す
。

ちょ      ま     あん

す こ ら

 里山カフェ 星のやど

郷土食伝承館 苧麻庵

 い わ し ろ 工房 toarucafe

 やまか食堂 村の駅 味　楽

 蕎麦カフェ SCHOLA cafe  ま つ や

オリジナルの「昭和ナポリ」は太麺でほんのりバジルが香る。生そばの地方発送やお持ち帰りもできます。（要予約）

大沼郡昭和村大字佐倉字上ノ原1
tel.0241-58-1455
定休日／不定休
営業時間／11：00～15：00（LO14：30）
席数46　駐車場6台

（道の駅からむし織の里しょうわ 56台）
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べる
自
然
豊
か
な
昭
和
村
に
は

山
の
恵
み
、里
の
幸
が
い
っ
ぱ
い

見
た
目
は
少
し
素
朴
で
も

「
本
物
」の
美
味
し
さ
が

つ
ま
っ
て
い
ま
す

　
店
長
の
羽
染
さ
ん
は
元
寿
司
職
人
と
い
う
経
歴
の
持
ち
主
。ト
レ
ー

ド
マ
ー
ク
の
鉢
巻
き
姿
で
、お
す
す
め
す
る
店
の
自
慢
は
手
打
ち
そ
ば

＆
う
ど
ん
。地
元
矢
ノ
原
高
原
産
そ
ば
粉
を
使
用
し
た
十
割
そ
ば
の
、

風
味
と
の
ど
ご
し
は
味
自
慢
の
ダ
シ
汁
と
相
性
抜
群
。

大沼郡昭和村
大字喰丸字三島1001-3
tel.0241-57-2944
定休日／不定休
営業時間／10：30～14：30
※11～3月は11：30オープン
席数20　駐車場5台

国内産小麦を手打ちして一晩寝かせたうどんは噛むほど
に味わい深く、モチモチの弾力とコシの強さが魅力です。

大沼郡昭和村
大字下中津川字住吉396-1
tel.0241-57-2006　
定休日／毎週木曜日
営業時間／10：00～17：00
席数10　駐車場5台

さ
っ
ぱ
り
田
舎
ラ
ー
メ
ン
が

ワ
ン
コ
イ
ン（
5
0
0
円
）で
す
。

メ
ニ
ュ
ー
は
ほ
か
に
、特
製
味
楽
ラ
ー
メ
ン
や
ピ
リ

辛
み
そ
ラ
ー
メ
ン
な
ど
。

で
っ
け
ー
田
舎
お
に
ぎ
り
は
2
0
0
円

　
創
業
50
年
以
上
、地
域
に
愛
さ
れ
て
き
た
店
の
味
は
ど
れ
も

折
り
紙
付
き
。料
理
の
腕
を
振
る
う
齋
藤
さ
ん
の
オ
ス
ス
メ

は
、注
文
を
受
け
て
か
ら
ブ
ロ
ッ
ク
を
切
り
出
す
、国
産
豚

ロ
ー
ス
肉
の「
カ
ツ
丼
」。甘
辛
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
レ
ン
ド
の

『
ソ
ー
ス
カ
ツ
丼
』と
、『
煮
込
み
カ
ツ
丼
』の
２
種
類
で
、カ

ラ
ッ
と
香
ば
し
い
カ
ツ
は
驚
く
ほ
ど
柔
ら
か
で
ジ
ュ
ー

シ
ー
。手
打
ち
自
家
製
ち
ぢ
れ
麺
に
た
っ
ぷ
り
の
野
菜
と
七

味
が
ピ
リ
っ
と
き
い
た『
野
菜
あ
ん
か
け
ラ
ー
メ
ン
』は
絶
品

の
美
味
し
さ
で
す
。

　
で
っ
け
ー
お
に
ぎ
り
と
さ
っ
ぱ
り
田
舎
ラ
ー
メ
ン
の
お

店
。お
に
ぎ
り
の
で
っ
か
さ
は
い
っ
て
み
て
の
お
楽
し
み
。場

所
は
国
道
４
０
０
号
沿
い
で
大
き
な
看
板
と
赤
い
の
れ
ん
が

目
印
。

　
店
内
で
は
昭
和
村
限
定
の
越
冬
じ
ゃ
が
い
も
羊
羹
抱
雪

（
ほ
う
せ
つ
）も
お
土
産
用
に
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

大沼郡昭和村
大字下中津川字中島1618
tel.0241-57-2167
営業時間・10：30～18：30　
定休日・不定休
※やまか食堂Twitterで確認できます
席数15／駐車場あり

自家製米のあつあつご飯に、シャキシャキの千切
りキャベツ。主役のカツは薄めの衣が豚肉のうま
味を引き立てて、女性や年配客にも人気です。

　
２
０
１
０
年
10
月
昭
和
村
に
カ
フ
ェ
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。店
長
は
役
場
を
早
期
退
職
し
た
佐
藤
さ
ん
。「
楽
し
み
な

が
ら
人
生
を
送
り
た
い
」と
カ
フ
ェ
を
始
め
ら
れ
た
そ
う
で

す
。農
作
業
小
屋
だ
っ
た
建
物
を
改
装
し
て
素
敵
な
カ
フ
ェ

に
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
毎
朝
、佐
藤
さ
ん
が
打
つ
矢
ノ
原
高
原
そ
ば
が
お
勧
め
で

す
。奥
さ
ん
の
手
作
り
ケ
ー
キ
も
絶
品
。ま
た
年
に
数
回
、ア

マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
の
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

大沼郡昭和村
大字大芦字中組1854
tel.090-7664-7354
定休日・火曜日
営業時間・10：00～17：00
席数17／駐車場5台

写真は矢ノ原高原そばを手打ちした「高遠そば」で
す。メニューはほかに餅・ばんでぇ餅・うどんなど。

大沼郡昭和村
大字喰丸字三島1071
定休日／月～金曜日
席数15　駐車場3台
Email : toarucafe@gmail.com

Cafe & Dinning

おお   あし     や

ファーマーズカフェ 大芦家

山菜や川魚、地元野菜を使って作る郷土食は、彩りも豊か
な懐かしい味わい（冬期間 要予約）。ばんでい餅（1本200
円）などの単品メニューも。

　
２
０
１
１
年
10
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
の
店

内
で
、オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
の
素
材
に
こ
だ
わ
っ
た
お
菓
子
、種
類
の
豊
富

な
飲
み
物
が
い
た
だ
け
ま
す
。

店
内
で
は
、、手
づ
く
り
の
か
ら
む
し
織
製
品
な
ど
の
販
売
も
。

大沼郡昭和村大
字両原字天狗屋敷537
tel.0241-57-2283　
定休日／不定休
営業時間／11:00～15:00
　　　　   夜間は予約営業
席数15　駐車場10台

大沼郡昭和村
大字喰丸字宮前1374
tel.080-6657-3381
定休日／日曜日・月曜日
(臨時休業の場合がありますので、
事前にお問い合わせください。)
営業時間／11:00～15:30
　　　　　（L.O 15:00）
席数26　駐車場5台

 

　
２
０
１
４
年
８
月
に
新
規
オ
ー
プ
ン
、母
屋
で
は
民
宿
松

屋
を
営
業
す
る
珍
し
い
カ
フ
ェ
。

　
お
す
す
め
は
、オ
リ
ジ
ナ
ル
ピ
ザ
と
ナ
ポ
リ
タ
ン
、昭
和
村

特
産
の
じ
ゅ
う
ね
ん
を
使
っ
た
大
福
と
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
も

オ
リ
ジ
ナ
ル
。ピ
ザ
は
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
可
、じ
ゅ
う
ね
ん
大
福

は
お
土
産
用
に
販
売
も
。

　
旧
喰
丸
小
学
校
の
新
校
舎
を
改
装
し
た
蕎
麦
カ
フ
ェ
。元

教
室
の
面
影
を
残
し
な
が
ら
、店
主
自
慢
の
地
元
矢
ノ
原
高

原
産
の
そ
ば
を
使
っ
た
十
割
手
打
ち
そ
ば
や
、季
節
の
野
菜

を
楽
し
め
る
モ
チ
モ
チ
触
感
の
そ
ば
ガ
レ
ッ
ト
が
楽
し
め
ま

す
。ド
リ
ン
ク
の
種
類
も
豊
富
で
、テ
イ
ク
ア
ウ
ト
も
可
。

　
２
階
の
カ
ウ
ン
タ
ー
席
か
ら
校
庭
の
大
イ
チ
ョ
ウ
や
村
の

田
園
風
景
を
眺
め
て
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と

も
で
き
ま
す
。

大沼郡昭和村
大字下中津川字上平5254
tel.080-3322-4567　
定休日／水～土
営業時間／11：00～15：00

（臨時休業の場合がありますので、
事前にお問い合わせください。）
席数10　駐車場あり

　
２
０
１
５
年
11
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
古
民
家
を
再
生
し
た

珈
琲
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。こ
だ
わ
り
の
珈
琲
の
ほ
か
、放
し
飼
い

の
鶏
の
卵
か
ら
つ
く
る
プ
リ
ン
や
地
元
食
の
じ
ゅ
う
ね
ん
ぼ

た
も
ち
も
好
評
で
、店
内
で
は
か
ら
む
し
の
着
物
も
販
売
し

て
い
ま
す
。

　
店
内
か
ら
は
四
季
折
々
の
周
囲
の
景
観
が
楽
し
め
ま
す
。

「心と体に優しい元気になる食べ物」を是非お召し上がり下さい。

　「
道
の
駅
か
ら
む
し
織
の
里

し
ょ
う
わ
」内
に
あ
る
食
事
処

「
苧
麻
庵
」で
は
、季
節
の
地
元

産
食
材
を
中
心
に
村
の
お
母

さ
ん
た
ち
が
腕
を
ふ
る
っ
た

手
作
り
の
郷
土
料
理
が
並
び

ま
す
。お
す
す
め
は
、清
流
に

棲
む
ア
カ
ハ
ラ（
ハ
ヤ
）の
唐

揚
げ
や
村
の
保
存
食
で
あ
る

凍
み
大
根
の
煮
物
、野
菜
た
っ

ぷ
り
の「
ざ
く
汁
」な
ど
を
味

わ
え
る『
苧
麻
膳
』。そ
ば
好
き

の
方
な
ら
、矢
ノ
原
産
十
割
手

打
ち
そ
ば
と
旬
の
山
菜
・
野
菜

天
ぷ
ら
が
味
わ
え
る『
せ
い
ろ

そ
ば
天
ぷ
ら
セ
ッ
ト
』を
。

漬
け
物
も
真
心
こ
も
っ
た
村

の
味
で
す
。

ちょ      ま     あん

す こ ら

 里山カフェ 星のやど

郷土食伝承館 苧麻庵

 い わ し ろ 工房 toarucafe

 やまか食堂 村の駅 味　楽

 蕎麦カフェ SCHOLA cafe  ま つ や

オリジナルの「昭和ナポリ」は太麺でほんのりバジルが香る。生そばの地方発送やお持ち帰りもできます。（要予約）

大沼郡昭和村大字佐倉字上ノ原1
tel.0241-58-1455
定休日／不定休
営業時間／11：00～15：00（LO14：30）
席数46　駐車場6台

（道の駅からむし織の里しょうわ 56台）
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大沼郡昭和村大字野尻字廻り戸1178　tel.0241-57-2585
泉質／慢性の皮膚病・消化器病等によく効くナトリウム塩化物泉
料金／1泊2食付　8,600円～　日帰り入浴500円（9：00～20：00）
部屋数／和室12.5畳×6室、25畳×1室、
　　　　特別和室1室、洋室（ツイン）1室、特別洋室1室　計10室
収容人数／50名　チェックイン15：00　アウト10：00
駐車場40台　大型バス2台
レストランしらかば／営：11:00～14:00(LO13:30) 席：35　休：不定休
URL：http://karamushi.co.jp/shirakabasou/

懐
か
し
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て

心
づ
く
し
の
田
舎
料
理
と

笑
顔
が
も
て
な
す
村
の
宿

　
村
内
唯
一
の
温
泉
宿
泊
施
設
。料
理
は
川
魚
や
山
菜
、野
菜

を
中
心
に
、宿
泊
者
に
あ
わ
せ
た
献
立
。レ
ス
ト
ラ
ン
も
あ
り
、

日
帰
り
入
浴
が
可
能
で
す
。

　
自
然
と
共
に
暮
ら
し
て
き
た
村
の
お

母
さ
ん
が
運
営
す
る
宿
。多
様
な
穀
類

や
野
菜
等
も
す
べ
て
自
家
製
。旬
の
山

の
幸
を
使
っ
た
郷
土
料
理
作
り
体
験
が

お
す
す
め
。

　「
皆
で
共
有
で
き
る
秘
密
基
地
へ
」を

コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
、築
1
5
0
年
を

越
え
る
古
民
家
再
生
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
。旅
や
研
修
、制
作
活
動
の
拠
点
、田

舎
暮
ら
し
体
験
な
ど
、複
数
の
滞
在
者

が
自
由
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
昔
、神
社
の
宮
司
さ
ん
が
住
ま
わ
れ

て
い
た
古
民
家
を
宿
と
し
て
使
っ
て
い

ま
す
。宿
の
中
心
に
は
太
い
大
黒
柱
が

あ
り
、冬
に
は
囲
炉
裏
に
火
が
と
も
り

ま
す
。

大沼郡昭和村大字大芦字大向4478
tel.0241-57-3110
料金／1泊2食付　6,800円～
食事は宿主との共同調理となります。
(体験費等別途）
部屋数／和室15畳×2室
収容人数／6名

大沼郡昭和村大字野尻字元町4488
tel.050-3695-3106
料金／素泊まり 5,000円/人(税込)
※冬期間暖房費別途500円（貸出品等別途）
食事は、食材持込の自炊となります。
部屋数／和8畳×3室、１棟貸切可
収容人数／15名
チェックイン・アウトは相談対応可
URL:https://web.satoru-co.jp/

大沼郡昭和村大字小中津川字宮原1044
tel.0241-57-3131
料金／1泊2食付 5,000円～
食事は宿主との共同調理となります。

（体験費等別途）
部屋数／和室6畳×2室
収容人数／9名

stays

　
江
戸
後
期
の
建
物
を
移
築
再
生
し

た
宿
。米
や
卵
は
自
家
製
、囲
炉
裏
の

炭
火
で
焼
い
た
イ
ワ
ナ
の
塩
焼
や
、女

将
自
慢
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
料
理
が
味
わ

え
ま
す
。

大沼郡昭和村大字野尻字東2
tel.0241-57-2870
料金／1泊2食付　7,560円～　
部屋数／和6畳×3室、洋6畳×1室
収容人数／11名※1名から宿泊可
チェックイン15：00　アウト9：30
駐車場10台

　
昭
和
23
年
創
業
。自
家
製
の
季
節
野

菜
・
米
、山
菜
を
食
材
に
し
た
、女
将
手

作
り
の
天
ぷ
ら
や
煮
物
、和
え
物
、茶

碗
蒸
し
等
の
田
舎
料
理
が
自
慢
。

大沼郡昭和村大字小中津川字宮原1047
tel.0241-57-2230
料金／1泊2食付　7,560円　
部屋数／和8畳×2室、和6畳×6室・大広間／54畳
収容人数／20名　宿泊可（応相談）
チェックイン15：00　アウト10：00
駐車場20台

　
平
成
６
年
に
客
室
を
増
築
。母
屋
は

築
１
０
０
年
を
越
す
古
民
家
。米
・
野

菜
は
自
家
製
。手
作
り
生
地
の
季
節
野

菜
ピ
ザ
や
手
打
ち
そ
ば
は
人
気
の
一

品（
要
予
約
）。

大沼郡昭和村大字両原字天狗屋敷537
tel.0241-57-2283
料金／1泊2食付　7,560円～　
部屋数／和12畳・和8畳×各1室・和6畳×2室、
収容人数／17名
チェックイン・アウトは相談対応可
駐車場10台

ペンション
ファミリーイン美女峠

古民家ゲストハウス
とある宿

旅 館  昭 和 館

民　宿 松　屋
農家民宿

やすらぎの宿 とまり木

昭
和
温
泉

　し
ら
か
ば
荘

SHARE BASE
昭 和 村

シェア　 ベース
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大沼郡昭和村大字野尻字廻り戸1178　tel.0241-57-2585
泉質／慢性の皮膚病・消化器病等によく効くナトリウム塩化物泉
料金／1泊2食付　8,600円～　日帰り入浴500円（9：00～20：00）
部屋数／和室12.5畳×6室、25畳×1室、
　　　　特別和室1室、洋室（ツイン）1室、特別洋室1室　計10室
収容人数／50名　チェックイン15：00　アウト10：00
駐車場40台　大型バス2台
レストランしらかば／営：11:00～14:00(LO13:30) 席：35　休：不定休
URL：http://karamushi.co.jp/shirakabasou/

懐
か
し
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て

心
づ
く
し
の
田
舎
料
理
と

笑
顔
が
も
て
な
す
村
の
宿

　
村
内
唯
一
の
温
泉
宿
泊
施
設
。料
理
は
川
魚
や
山
菜
、野
菜

を
中
心
に
、宿
泊
者
に
あ
わ
せ
た
献
立
。レ
ス
ト
ラ
ン
も
あ
り
、

日
帰
り
入
浴
が
可
能
で
す
。

　
自
然
と
共
に
暮
ら
し
て
き
た
村
の
お

母
さ
ん
が
運
営
す
る
宿
。多
様
な
穀
類

や
野
菜
等
も
す
べ
て
自
家
製
。旬
の
山

の
幸
を
使
っ
た
郷
土
料
理
作
り
体
験
が

お
す
す
め
。

　「
皆
で
共
有
で
き
る
秘
密
基
地
へ
」を

コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
、築
1
5
0
年
を

越
え
る
古
民
家
再
生
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
。旅
や
研
修
、制
作
活
動
の
拠
点
、田

舎
暮
ら
し
体
験
な
ど
、複
数
の
滞
在
者

が
自
由
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
昔
、神
社
の
宮
司
さ
ん
が
住
ま
わ
れ

て
い
た
古
民
家
を
宿
と
し
て
使
っ
て
い

ま
す
。宿
の
中
心
に
は
太
い
大
黒
柱
が

あ
り
、冬
に
は
囲
炉
裏
に
火
が
と
も
り

ま
す
。

大沼郡昭和村大字大芦字大向4478
tel.0241-57-3110
料金／1泊2食付　6,800円～
食事は宿主との共同調理となります。
(体験費等別途）
部屋数／和室15畳×2室
収容人数／6名

大沼郡昭和村大字野尻字元町4488
tel.050-3695-3106
料金／素泊まり 5,000円/人(税込)
※冬期間暖房費別途500円（貸出品等別途）
食事は、食材持込の自炊となります。
部屋数／和8畳×3室、１棟貸切可
収容人数／15名
チェックイン・アウトは相談対応可
URL:https://web.satoru-co.jp/

大沼郡昭和村大字小中津川字宮原1044
tel.0241-57-3131
料金／1泊2食付 5,000円～
食事は宿主との共同調理となります。

（体験費等別途）
部屋数／和室6畳×2室
収容人数／9名

stays

　
江
戸
後
期
の
建
物
を
移
築
再
生
し

た
宿
。米
や
卵
は
自
家
製
、囲
炉
裏
の

炭
火
で
焼
い
た
イ
ワ
ナ
の
塩
焼
や
、女

将
自
慢
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
料
理
が
味
わ

え
ま
す
。

大沼郡昭和村大字野尻字東2
tel.0241-57-2870
料金／1泊2食付　7,560円～　
部屋数／和6畳×3室、洋6畳×1室
収容人数／11名※1名から宿泊可
チェックイン15：00　アウト9：30
駐車場10台

　
昭
和
23
年
創
業
。自
家
製
の
季
節
野

菜
・
米
、山
菜
を
食
材
に
し
た
、女
将
手

作
り
の
天
ぷ
ら
や
煮
物
、和
え
物
、茶

碗
蒸
し
等
の
田
舎
料
理
が
自
慢
。

大沼郡昭和村大字小中津川字宮原1047
tel.0241-57-2230
料金／1泊2食付　7,560円　
部屋数／和8畳×2室、和6畳×6室・大広間／54畳
収容人数／20名　宿泊可（応相談）
チェックイン15：00　アウト10：00
駐車場20台

　
平
成
６
年
に
客
室
を
増
築
。母
屋
は

築
１
０
０
年
を
越
す
古
民
家
。米
・
野

菜
は
自
家
製
。手
作
り
生
地
の
季
節
野

菜
ピ
ザ
や
手
打
ち
そ
ば
は
人
気
の
一

品（
要
予
約
）。

大沼郡昭和村大字両原字天狗屋敷537
tel.0241-57-2283
料金／1泊2食付　7,560円～　
部屋数／和12畳・和8畳×各1室・和6畳×2室、
収容人数／17名
チェックイン・アウトは相談対応可
駐車場10台

ペンション
ファミリーイン美女峠

古民家ゲストハウス
とある宿

旅 館  昭 和 館

民　宿 松　屋
農家民宿

やすらぎの宿 とまり木

昭
和
温
泉

　し
ら
か
ば
荘

SHARE BASE
昭 和 村

シェア　 ベース
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博士峠の頂上近く、ブナの大木の根元近くか
らこんこんと湧き出る清水。村人や峠を往来
する旅人に好まれ、集いの場でもあった。

博士山
1482m

志津倉山
1203m

高舘山
848m

権現山

銘水 花 紅葉

寺院 神社 宿 お食事

フォトスポット

フォトスポット

昭和中

昭和小

博士峠

見沢

日落沢

両原

山神平

畑
小
屋

小野川

大岐

喰丸

大芦

下中津川

松山

野尻

小中津川

奈良布

至会津美里町
（旧会津高田町）

至三島町

至南会津町（旧田島町）

至南会津町（旧田島町）

積入山トンネル

至下郷町

至南会津町
（旧南郷村）

佐倉観音寺

正法寺 かしわの木
小中津川
気多神社

春日神社  さいかちの木

熊野神社

美女峠

●すみれ荘

昭和村役場○

至金山町

白森山

石城山

赤坂山

館の腰山

松屋

とある宿
昭和館

とまり木

ファミリーイン美女峠

やまか食堂

い
わ
し
ろ

雲海
カワト沼

双体道祖神

滝谷川

玉川

野尻川

野尻川

三階山

新鳥居峠

舟鼻山
1223m

御前ヶ岳
1233m

舟鼻トンネル

喰丸トンネル

喰丸峠

至柳津町
　西山温泉

ケヤキの
森遊歩道

（峠道とけやきの森）

舟鼻峠

●綱木渓谷
野尻川に沿って、奇岩怪
石のダイナミックな風景
が続く渓谷。紅葉シーズ
ンは特に美しい景勝地。

［ふくしまの水30選］駒止湿原を
源流に、昭和村を南北に流れる清
流。散策路があり、森林浴や渓流
釣りも楽しめる。

日照りに困っていた名主の夢枕に現れ
た御神楽岳の天狗のお告げに従ったと
ころ雨が降り清水が湧いたという伝説
が残る。

　天狗の冷泉
天狗山とも称され
た山頂には300年
程前に豪族が築い
た館跡が残る。伊達
軍と戦った古戦場
で、泉は「神泉」と呼
ばれていた。

　白森清水
明治以前は道もなく、
沢の流れを歩いてい
た。地域の住民が山菜
採りの行き来の際に立
寄り喉を潤していた、
知る人ぞ知る清水。

源兵衛清水
その昔、姥石山付近に老母を捨てなくて
はならなかった源兵衛の悲しみが清水
となって湧き出したと伝えられている。

代官清水
視察で村を訪れた幕府巡
見使の一行が喉を潤し、滑
らかな水のおいしさに代
官にこれを保護するよう
申し渡したという名水。

矢ノ原高原の伏流水で集落
の飲料水。約3キロ山奥に
ある岩の割れ目から豊富に
湧き出しており、田ノ口沢
の源流になっている。

矢ノ原清水

文○
文○

●からむし会館

●佐倉観音寺●小中津川気多神社

●春日神社さいかちの木 ●正法寺かしわの木

●戊辰の役古戦場●双体道祖神

昭和温泉しらかば荘
●しらかば会館下平運動公園●

昭
和
村
M
A
P

EVENT

神社・仏閣・歴史

4月

5月

6月

7月

9月

10月

2月

●上旬／

からむし工芸博物館企画展
毎年テーマを決めて開催します。

●下旬／
奥会津昭和の森
キャンプ場オープン

●下旬／
●博士山水芭蕉まつり
小野川地区「水芭蕉としらかばの杜」で
開催されるお祭りです。散策も楽しめます。

●下旬／

御前ヶ岳登山
登山道はブナ原生林が広がる中級者向けの
山です。

●上旬／

からむし市
冬の間の手仕事を展示販売します。
掘り出し物が見つかるかも。

●下旬／

からむし織の里フェア
昭和村夏の一大イベント。からむし織体験、
着物ショーをはじめ楽しい催しで盛り上が
ります。

●上旬～／

からむし工芸博物館企画展
からむしをもっと深く知ってもらおうと、
歴史等さまざまな角度から光をあてて
展示解説します。

●中旬～／

喰丸小大銀杏ライトアップ
樹齢110年を超える、シンボルツリー
大銀杏のライトアップ。
幻想的に浮かび上がる姿をご堪能ください。

●下旬／

からむし織の里雪まつり
寒い冬も今日ばかりは熱気に包まれます。
からむし織の雪ざらし実演や芸能祭り等を
白い雪の世界で楽しめます。

●

●水芭蕉としらかばの杜道の駅
からむし織の里
しょうわ

●

矢ノ原湿原●

玉川渓谷●

雲海

ファーマーズカフェ 大芦家

Cafe まつや

里山カフェ
星のやど

村の駅 味楽

toarucafe

苧麻庵

蕎麦カフェ
SCHOLA

ミズバショウ・シラカバ

湿原植物

湿原植物

田舎暮らし体験住宅

⦿卵池

⦿臥牛岩

官軍戦士九人の墓

会津藩戦死
二人の墓

佐藤音之助の墓
加賀藩小杉半蔵の墓

●会津藩
　野村新平の墓
　

桜・山桜

フクジュソウ

昔から村民の飲料
水として利用され
てきた清水。細い流
れが渇水すること
なく岩の割れ目か
ら湧き出している。

寺の下清水

下郷町

南会津町

柳津町

三島町

金山町

〒

元和2年（1616）年創建。御蔵入三十
三観音の七番札所としてよく知ら
れています。
平成28年度日本遺産に認定。

下中津川正法寺の境内にある村の天
然記念物。樹齢350年

中向春日神社境内にある村の天然
記念物。樹齢300年。

近年改修工事を終えたばかりの舞
台を擁し、コケラ落としに檜枝岐歌
舞伎が上演された文化財でもあり
ます。

大芦・矢の原の戦いの跡。皮肉なこと
にこの戦いは、鶴ヶ城落城後のこと
でした。会津藩士、野村新平の墓があ
ります。

道祖神は境を守り悪霊の侵入を防ぐ
神。しかし時代が進むにつれ行路の
神、旅の安全、出産、幼児加護、縁結
び、夫婦円満の神としての性格をも
つようになったと言われています。

●雲海（昭和の森・喰丸峠）
晩秋の夜空が満点の星をたた
えると、翌早朝は放射冷却現
象で村が霧に包まれます。喰
丸峠に登れば見事な雲海が撮
影できます。

●駒止湿原
●矢ノ原（湿原・そば畑）
●玉川渓谷
●綱木渓谷
●水芭蕉としらかばの杜
●双体道祖神
●舟鼻峠
●蛍・星空

冬期通行止

冬期通行止

冬期通行止

冬期通行止

藤八の滝
とうばち

駒止湿原
こまど

●藤八の滝
川幅いっぱいに豊富な水が落下する林の中のダ
イナミックな滝。

とうばち

　冷湖の霊泉
れいせんひゃっこ

フクジュソウ

昭和村のマスコット

からむんデス

喰丸小●

SHARE BASE
昭和村

●●

●

●

奥会津昭和の森
キャンプ場

戊辰の役古戦場

橅（ブナ）清水

　二階の清水
地区の農家の人々が、萱刈り
など山仕事の合間や昼食時に
冷たい清水で喉を潤し休息し
たという。

に  けえ
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博士峠の頂上近く、ブナの大木の根元近くか
らこんこんと湧き出る清水。村人や峠を往来
する旅人に好まれ、集いの場でもあった。

博士山
1482m

志津倉山
1203m

高舘山
848m

権現山

銘水 花 紅葉

寺院 神社 宿 お食事

フォトスポット

フォトスポット

昭和中

昭和小

博士峠

見沢

日落沢

両原

山神平

畑
小
屋

小野川

大岐

喰丸

大芦

下中津川

松山

野尻

小中津川

奈良布

至会津美里町
（旧会津高田町）

至三島町

至南会津町（旧田島町）

至南会津町（旧田島町）

積入山トンネル

至下郷町

至南会津町
（旧南郷村）

佐倉観音寺

正法寺 かしわの木
小中津川
気多神社

春日神社  さいかちの木

熊野神社

美女峠

●すみれ荘

昭和村役場○

至金山町

白森山

石城山

赤坂山

館の腰山

松屋

とある宿
昭和館

とまり木

ファミリーイン美女峠

やまか食堂

い
わ
し
ろ

雲海
カワト沼

双体道祖神

滝谷川

玉川

野尻川

野尻川

三階山

新鳥居峠

舟鼻山
1223m

御前ヶ岳
1233m

舟鼻トンネル

喰丸トンネル

喰丸峠

至柳津町
　西山温泉

ケヤキの
森遊歩道

（峠道とけやきの森）

舟鼻峠

●綱木渓谷
野尻川に沿って、奇岩怪
石のダイナミックな風景
が続く渓谷。紅葉シーズ
ンは特に美しい景勝地。

［ふくしまの水30選］駒止湿原を
源流に、昭和村を南北に流れる清
流。散策路があり、森林浴や渓流
釣りも楽しめる。

日照りに困っていた名主の夢枕に現れ
た御神楽岳の天狗のお告げに従ったと
ころ雨が降り清水が湧いたという伝説
が残る。

　天狗の冷泉
天狗山とも称され
た山頂には300年
程前に豪族が築い
た館跡が残る。伊達
軍と戦った古戦場
で、泉は「神泉」と呼
ばれていた。

　白森清水
明治以前は道もなく、
沢の流れを歩いてい
た。地域の住民が山菜
採りの行き来の際に立
寄り喉を潤していた、
知る人ぞ知る清水。

源兵衛清水
その昔、姥石山付近に老母を捨てなくて
はならなかった源兵衛の悲しみが清水
となって湧き出したと伝えられている。

代官清水
視察で村を訪れた幕府巡
見使の一行が喉を潤し、滑
らかな水のおいしさに代
官にこれを保護するよう
申し渡したという名水。

矢ノ原高原の伏流水で集落
の飲料水。約3キロ山奥に
ある岩の割れ目から豊富に
湧き出しており、田ノ口沢
の源流になっている。

矢ノ原清水

文○
文○

●からむし会館

●佐倉観音寺●小中津川気多神社

●春日神社さいかちの木 ●正法寺かしわの木

●戊辰の役古戦場●双体道祖神

昭和温泉しらかば荘
●しらかば会館下平運動公園●

昭
和
村
M
A
P

EVENT

神社・仏閣・歴史

4月

5月

6月

7月

9月

10月

2月

●上旬／

からむし工芸博物館企画展
毎年テーマを決めて開催します。

●下旬／
奥会津昭和の森
キャンプ場オープン

●下旬／
●博士山水芭蕉まつり
小野川地区「水芭蕉としらかばの杜」で
開催されるお祭りです。散策も楽しめます。

●下旬／

御前ヶ岳登山
登山道はブナ原生林が広がる中級者向けの
山です。

●上旬／

からむし市
冬の間の手仕事を展示販売します。
掘り出し物が見つかるかも。

●下旬／

からむし織の里フェア
昭和村夏の一大イベント。からむし織体験、
着物ショーをはじめ楽しい催しで盛り上が
ります。

●上旬～／

からむし工芸博物館企画展
からむしをもっと深く知ってもらおうと、
歴史等さまざまな角度から光をあてて
展示解説します。

●中旬～／

喰丸小大銀杏ライトアップ
樹齢110年を超える、シンボルツリー
大銀杏のライトアップ。
幻想的に浮かび上がる姿をご堪能ください。

●下旬／

からむし織の里雪まつり
寒い冬も今日ばかりは熱気に包まれます。
からむし織の雪ざらし実演や芸能祭り等を
白い雪の世界で楽しめます。

●

●水芭蕉としらかばの杜道の駅
からむし織の里
しょうわ

●

矢ノ原湿原●

玉川渓谷●

雲海

ファーマーズカフェ 大芦家

Cafe まつや

里山カフェ
星のやど

村の駅 味楽

toarucafe

苧麻庵

蕎麦カフェ
SCHOLA

ミズバショウ・シラカバ

湿原植物

湿原植物

田舎暮らし体験住宅

⦿卵池

⦿臥牛岩

官軍戦士九人の墓

会津藩戦死
二人の墓

佐藤音之助の墓
加賀藩小杉半蔵の墓

●会津藩
　野村新平の墓
　

桜・山桜

フクジュソウ

昔から村民の飲料
水として利用され
てきた清水。細い流
れが渇水すること
なく岩の割れ目か
ら湧き出している。

寺の下清水

下郷町

南会津町

柳津町

三島町

金山町

〒

元和2年（1616）年創建。御蔵入三十
三観音の七番札所としてよく知ら
れています。
平成28年度日本遺産に認定。

下中津川正法寺の境内にある村の天
然記念物。樹齢350年

中向春日神社境内にある村の天然
記念物。樹齢300年。

近年改修工事を終えたばかりの舞
台を擁し、コケラ落としに檜枝岐歌
舞伎が上演された文化財でもあり
ます。

大芦・矢の原の戦いの跡。皮肉なこと
にこの戦いは、鶴ヶ城落城後のこと
でした。会津藩士、野村新平の墓があ
ります。

道祖神は境を守り悪霊の侵入を防ぐ
神。しかし時代が進むにつれ行路の
神、旅の安全、出産、幼児加護、縁結
び、夫婦円満の神としての性格をも
つようになったと言われています。

●雲海（昭和の森・喰丸峠）
晩秋の夜空が満点の星をたた
えると、翌早朝は放射冷却現
象で村が霧に包まれます。喰
丸峠に登れば見事な雲海が撮
影できます。

●駒止湿原
●矢ノ原（湿原・そば畑）
●玉川渓谷
●綱木渓谷
●水芭蕉としらかばの杜
●双体道祖神
●舟鼻峠
●蛍・星空

冬期通行止

冬期通行止

冬期通行止

冬期通行止

藤八の滝
とうばち

駒止湿原
こまど

●藤八の滝
川幅いっぱいに豊富な水が落下する林の中のダ
イナミックな滝。

とうばち

　冷湖の霊泉
れいせんひゃっこ

フクジュソウ

昭和村のマスコット

からむんデス

喰丸小●

SHARE BASE
昭和村

●●

●

●

奥会津昭和の森
キャンプ場

戊辰の役古戦場

橅（ブナ）清水

　二階の清水
地区の農家の人々が、萱刈り
など山仕事の合間や昼食時に
冷たい清水で喉を潤し休息し
たという。

に  けえ
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■一般社団法人昭和村観光協会
〒968-0212
福島県大沼郡昭和村大字喰丸字宮前1374
TEL 0241-57-3700／FAX 0241-57-3701
http://showavill.info

■昭和村役場産業建設課　観光交流係
〒968-0212
福島県大沼郡昭和村大字喰丸字宮前1374
TEL 0241-57-2124／FAX 0241-42-7322
http://www.vill.showa.fukushima.jp/
■昭和村役場
〒968-0103
福島県大沼郡昭和村大字下中津川字中島652
TEL 0241-57-2111／FAX 0241-57-3044

※表紙写真／昭和の森キャンプ場展望台からの眺望
2019.04
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至福島

至郡山

至新潟

至新潟

至小出
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本郷

会津坂下町
西会津 I.C

会津坂下 I.C

磐梯河東 I.C

猪苗代磐梯高原 I.C
会津若松 I.C

北塩原村

猪苗代町

磐梯町湯川村

会津若松市

会津美里町

柳津町
三島町

下郷町

昭和村

南会津町
檜枝岐村

只見町

金山町

JR 只見線

JR 磐越西線

磐越自動車道

会津鉄道

猪苗代湖

秋元湖

小野川湖
檜原湖

沼沢湖

田子倉湖
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昭和村 福島県

●GS

至 昭和村

●BANK会津川口駅

拡　大　図

電車〈JR・東武線〉バス利用
■東京=（東北新幹線・1時間20分）=郡山（磐越西線・1時間5分［快
速］）=会津若松（只見線・1時間56分）=会津川口（会津バス・約35
分）=昭和村

■東京=（上越新幹線・1時間40分）=浦佐［小出］（只見線1時間57分）
=会津川口（会津バス・約35分）=昭和村

■浅草（東武線・会津鬼怒川線・会津線・3時間30分）=会津田島（委
託バス［冬期運休］50分）=昭和村

■浅草（東武鉄道「リバティ会津」・３時間10分）＝会津田島(委託バ
ス［冬期運休］50分)=昭和村

マイカー利用
■東京=（東北自動車道・160㎞）=西那須野塩原I.C.（国道121号=400
号・50㎞）=南会津町（国道400号・20㎞）=昭和村

■東京=（東北自動車道・160㎞）=西那須野塩原I.C.（国道121号=400
号・50㎞）=南会津町（国道121号・12㎞）=下郷町（32㎞）=昭和村

■東京=（東北自動車道・190㎞）=白河I.C.（国道289号・30㎞）=下郷
町（32㎞）=昭和村

■東京=（東北自動車道・237㎞）=郡山JCT（磐越自動車道・60㎞）=会
津坂下I.C.（国道252号線・只見町方面へ35㎞=400号・20㎞）=昭和
村

■東京=（関越自動車道・258㎞）=小出I.C.（国道252号・85㎞［冬期通
行止］）=金山町（国道400号・20㎞）=昭和村

■新潟=（磐越自動車道・71㎞）=会津坂下I.C.（国道252号線・只見町
方面へ35㎞=400号・20㎞）=昭和村

■会津若松=（国道401号・10㎞）=会津美里町（国道401号・39㎞［冬
期通行止］）=昭和村
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